
　６月25日㈬、浜田警察署主催による「高齢者どんちっ
ち運動」啓発パレードが行われました。
　このパレードは、高齢者が被害に遭いやすい交通事
故・特殊詐欺・無施錠の防止を呼び掛ける目的で行わ
れ、三階小学校児童による鼓笛隊や交通安全協会など
の関係団体、約３００人が参加しました。
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月刊！こども美術館………………………………………Ｐ３1
島根県立大学Ｎｅｗｓ……………………………………Ｐ３2
まちかど伝言板……………………………………………Ｐ３３

主な内容

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち
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◎年代を問わず、「肥満」・「太りぎみ」が約1 ～３割程度みられ
ます。また、成人女性では4０歳以下の年齢層において「やせ」
が約２～３割程度みられます。

○児童・生徒の肥満傾向児出現率は、全国平均に比べて高い状況
です。（平成24年度生活習慣・食生活アンケート結果による）

○成人の肥満者は、男性27.1％、女性22.1％です。
（平成24年度特定健康診査の結果による）

○高齢者の肥満の割合は、男性2３.4％、女性21.5％です。
（平成24年度基本チェックリストによる）
要支援・要介護状態となった原因疾患としては、関節疾患・認
知症・脳血管疾患となっており、肥満との関連も考えられます。

　自分の適正体重・食事の適量を知るとともに、継続した小児期
からの生活習慣病予防の取組が必要です。

◎朝食の欠食状況は１歳６か月児で約３％、３歳児で約６％、５
歳児・小中学生でおおむね1０％です。成人では2０～３０歳代の欠
食率が高く、4０歳以下の若い年齢層の食生活に課題が多いです。

　家庭を中心とした、保育所（園）・幼稚園・学校・地域全体での
取組が必要です。

肥満傾向児出現率 （単位：％）
男子 女子

浜田市 全国 浜田市 全国
小学校１年生 6.6 4.1 3.5 4.4 
小学校４年生 13.0 9.2 9.0 7.2 
中学校１年生 8.6 1０.7 11.4 8.6 
※　肥満傾向児とは、性別・年齢別・身長別標準体重を求

め、肥満度が2０％以上の人を指します。

食育ってどんなこと？
　食育とは、生きる上での基本であっ
て、知育・徳育及び体育の基礎となる
べきものです。
　生涯にわたって健康で豊かな生活を
実現するため、様々な経験や体験を通
して「食」に関する知識と「食」を選
択する力を習得し、生きる力を身に付
け、健全な食生活を実践することがで
きる人を育てることです。

人と人をつなぐ食育

浜田市食育推進計画
　「食」を取り巻く環境は、時代の進
展とともにライフスタイルが多様化し
たことにより大きく変化しています。
健康や食の安全・安心に対する関心が
高まる一方、食生活の乱れによる生活
習慣病の低年齢化をはじめ、食に対す
る感謝の念や自然の恵みを活かした食
文化が薄れるなどの問題も生じていま
す。
　このような中、市では平成2０年３月
に、浜田市食育推進計画（前期計画）
を策定し、関係団体の皆さんと連携し
て取組を進めてきました。
　平成25年３月には、平成26年度から
29年度の計画を策定し、５つの重点目
標を中心に、食育を市民運動として取
り組んでいきます。

【浜田の食を取り巻く現状と課題】
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　生活習慣・食生活アンケート調査によると、毎日１回以
上清涼飲料水を摂取する割合は増加傾向にあります。熱中
症対策のためには、こまめな水分補給が大切ですが、お茶
なども利用しながら、清涼飲料水の量を摂り過ぎないよう
に気を付けましょう。

おいしく・たのしく・豊かな食で

　浜田市食育推進計画では、「生活習慣づくり」「環境づくり」
「豊かな心づくり」「調理のできる人づくり」「健康な身体づく
り」の５つの基本目標を掲げ、目標達成に向けた具体的な取組
の中から次の５つの重点目標を掲げています。

①　朝ごはんをしっかり食べましょう

　「早寝・早起き・朝ごはん」は、生活リズムを整える上で重
要です。朝ごはんを食べることにより、脳に栄養を補給し、や
る気や集中力を高めます。体温を上げ、活動をするためのウォー
ミングアップにもつながります。
　また、肥満になる率が低くなり、生活習慣病の予防にもつな
がります。

②　浜田の食文化を伝えましょう

　昨年度、食文化レシピ集「伝えていきた
いはまだの味」を作成しました。今年度は
このレシピ集も活用しながら、浜田の旬の
味、地域の味などの伝承に努めます。
　また、豊かな食材をもたらす海や山に囲
まれた自然を大切にし、食べ物への感謝や
環境への配慮のため「もったいないの心」
を育む取組を推進していきます。

　食事の時間は、家族や仲間とコミュニ
ケーションを図り、人と人とのつながりを
深める大切な場です。
　また、家族や仲間と一緒においしく食べ
ることにより、食の楽しさを実感し、精神
的な豊かさをもたらすことができます。

　生活習慣・食生活アンケート調査による
と、５歳児における食事の手伝いや片付け
をしている割合は９割以上となっています
が、小中学生では特に男子で料理を全く手
伝わない割合が高い傾向です。調理は、体
験によって身に付くことが多く、食に対す
る興味を育てることにもつながります。
　また、最近は１人暮らしや高齢者世帯も
増加しています。性別や年齢を問わず料理
を作ったり、一緒に食べたりする機会を増
やしましょう。

　多くの疾患は、生活習慣に起因するとい
われており、食生活はその中でも重要です。
　食生活の基本である、１日３回、バラン
スのよい食事をとるために、主食・副菜・
主菜をそろえるよう意識することが大切で
す。

③　食事は家族や仲間と一緒に
おいしく楽しく食べましょう

④　食事づくりに積極的に
参加しましょう

⑤　主食・副菜・主菜をそろえて
食べましょう

※　清涼飲料水には、炭酸飲料の半分程度の糖分が含まれ
ます。

夏の健康づくり～ワンポイントアドバイス～

【５つの重点目標】



広報はまだ：平成26年８月号　　　 4

　地域では、「食改さん」の愛称で親しまれている食生活
改善推進員の皆さんが健康づくりのアドバイザーとして、
公民館・保育所（園）・幼稚園・学校・高齢者クラブなどと
連携しながら活動を行っています。活動の主な内容は、対
象者にあわせ、バランス食の普及や手作りのおやつ作り、
減塩活動、郷土料理実習、男性料理教室、お隣さん・お向
かいさんへの一皿運動などです。

　６月18日㈬には、大学生を対象とした料
理教室が総合福祉センターで行われました
ので紹介します。
　これは、学生へのアンケート調査で、「バ
ランスの取れた食事がしたい」「食生活を
見直したい」という回答が多かったことか
ら、島根県立大学浜田キャンパス後援会事
務局が主催したもので、「食改さん」が指
導をしました。
　この日は、肉じゃがなどの和食中心のメ
ニューのほか、旬のアジを使った衣揚げを
作りました。少々危なっかしい手つきの包
丁さばきに、食改さんがお母さんのように
指導するなど、楽しい雰囲気の料理教室に
なりました。魚の３枚おろしをしたくて参
加した学生は「思っていた以上に難しかっ
た。初めての感触にどうしようかと思って
しまいました」と話していました。

浜田市食生活改善推進
協議会
会長　宮本美保子さん

食
育
を
支
え
る
「
食
改
さ
ん
」
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

食
改
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
の
で
す
か
？

　
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
活
動
を
通
し
た

食
生
活
の
改
善
と
そ
の
運
動
の
普
及
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

浜
田
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
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は
、

昭
和
46
年
に
設
立
さ
れ
て
、現
在
は
３
６
０

人
の
「
食
改
さ
ん
」
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
も
2０
年
間
、
食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
は
、
地
域
で
の
集
ま
り
や
、

保
育
園
児
・
幼
稚
園
児
な
ど
を
対
象
に
し

た
料
理
教
室
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
、
が
ん

検
診
へ
の
呼
び
掛
け
や
、
減
塩
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
は
、
無
理
せ
ず
自

分
が
で
き
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ほ
ん
の
少
し
の
お
す
そ
分
け
を
す
る

「
一
皿
運
動
」
や
、
食
に
関
す
る
い
い
話

を
聞
い
た
と
き
は
、
み
ん
な
に
教
え
て
あ

げ
る
「
声
掛
け
運
動
」
も
し
て
い
ま
す
。

減
塩
活
動
で
は
、
家
庭
訪
問
を
し
て
食
事

の
塩
分
濃
度
を
測
ら
せ
て
も
ら
い
、
高
い

家
庭
は
２
度
３
度
と
足
を
運
ん
で
減
塩
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
中
で
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

　

食
改
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
の
で
、

準
備
な
ど
で
大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
で
も
、
参
加
者
と
の
交
流
や
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
と
き
に
は
、
活

動
を
続
け
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
し
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

こ
れ
か
ら
は
、子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
に
も
っ
と
料
理
教
室
に
参
加
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
も
子
育

て
を
終
え
て
み
て
、子
ど
も
の
成
長
に
は
、

健
康
的
な
食
生
活
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
健
康
的
な
食
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
食
に
関
す
る
正
し
い

知
識
が
大
切
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
に
も
、
子
育
て
真
っ
最

中
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
た
ち
に
は
、

ぜ
ひ
私
た
ち
の
活
動
に
参
加
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
の
普

及
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
適
量
の
野
菜
を
摂
っ
て
、
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
た
食
事
を
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
旬
の
も
の
を
摂
る
こ
と
は
、

体
に
と
っ
て
も
良
い
こ
と
で
す
。
野
菜
を

摂
る
生
活
を
す
す
め
な
が
ら
、
地
産
地
消

の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

食改さんの指導の下、慣れない手付きで魚をさばく大学生

食育を支える様々な団体の取組を紹介します
食生活改善推進員
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□　食べ物や身体のことを話題にする。
□　主食、副菜、主菜をそろえて食べる。
□　野菜料理を１品以上は取り入れる。
□　自分の食生活に関心を持つ。
□　自分の適量を知る。

　それぞれ年齢や立場が違えば取組方法も様々です。
難しく考えないで、自分や家族の生活を振り返り、
できることから取り組んでみましょう。

問い合わせ先　本庁地域医療対策課健康推進係
（☎�９３１１）

　学校では、各教科や総合的な学習
の中で、野菜の栽培や田植え、稲刈
りなどの体験活動を実施していま
す。給食では、身近な地域の郷土食
や行事食を取り入れた給食を実施
し、学校給食を「生きた教材」とし
て、児童生徒に身近な地域の産業や
食文化への理解を深め、ふるさとを
大切にする心や、食への感謝の心を
育むための食育を家庭や地域を巻き
込んで進めています。
　「食育」をテーマにしたＰＴＣＡ
研修会も開催され、「食」への関心
も高まっています。

　ＪＡ女性部では、食農教育活動の中で、小学校への出前授業
を実施しています。大豆の栽培からお豆腐作りまでをＪＡ職員
や女性部が先生になって指導しています。手作りの良さや食の
安全・安心を呼び掛け、昔な
がらの手作り豆腐のおいしさ
を味わっていただいています。
　ＪＦしまね浜田支所では、
魚食普及の活動を推進してい
ます。食育フェスタでも、「浜
田産魚のすり身入りみそ汁」
を提供し、好評を得ています。

　保育所（園）や幼稚園では、
菜園活動や園で取れた食材を
使ってのクッキングなどを通
じて、食べ物の旬を知り、味
わう機会を取り入れています。
また、行事食を取り入れた給
食や親子クッキング、高齢者
との交流により、人と人との
ふれあいや一緒に食べること
の楽しさを体験しています。

□　「早寝・早起き・朝ごはん」を実践する。
□　日常生活の中で体を動かす機会を増やす。
□　かむことを意識し、よくかんで食べる。
□　食事のあいさつをし、感謝して食べる。
□　地元の食材や旬の食材を利用する。
□　地域の味、家庭の味を伝える。
□　買いすぎ、作りすぎに注意し、食べ残しのない

食生活をする。
□　家族や仲間と一緒に食事をする機会を増やす。
□　栽培や収穫を経験する。
□　家庭での食事づくりや地域での料理教室に積極

的に参加する。

　子育て支援センター「すくすく」では、毎月各１回離乳食講座や幼児食
講座を開催しています。離乳食講座では旬の食材を使った離乳食を試食し、
離乳食についての悩みなどを話し合います。幼児食講座では、旬の食材や
行事食を交流しながら調理実習します。
　このほか、乳幼児健診での食育アドバイス・育児相談・栄養相談も行っ
ていますので、食に関することでお悩みのことなどがありましたら、気軽
にお問い合わせください。各種相談は、各支所市民福祉課でも行っています。

「食」から育てる自立についての
話し合い

おだんごづくり

豆腐作りの出前授業

幼児食講座の試食タイム

学校 保育所（園）・幼稚園

ＪＡいわみ中央・ＪＦしまね浜田支所

子育て支援センター「すくすく」

今日からできる食育　～できることから始めましょう～
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中
央
図
書
館
は
、
旧
浜
田
図
書

館
が
、
旧
医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地
に

移
転
新
築
し
て
開
館
し
ま
し
た
。

開
館
初
日
と
そ
の
翌
日
は
、
開
館

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
こ
の

２
日
間
で
約
６
千
人
の
来
館
が
あ

り
ま
し
た
。

　

開
館
か
ら
本
年
５
月
末
時
点
で

の
来
館
者
数
は
、
約
17
万
５
千
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
の
主
な
特
徴
と
し
て
、

本
の
貸
出
し
・
返
却
を
利
用
者
の

皆
さ
ん
が
ご
自
身
で
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
る
よ
う
、
自
動
貸
出
機
・
自

動
返
却
機
・
予
約
棚
な
ど
最
新
の

機
器
を
導
入
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

全
国
的
に
導
入
事
例
の
少
な
い
電

子
書
籍
の
閲
覧
・
貸
出
サ
ー
ビ
ス

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

蔵
書
数
は
、
現
在
約
14
万
５
千

冊
で
、図
書
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、

開
館
に
併
せ
て
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

制
度
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
購
入

費
の
効
率
的
な
運
用
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
約
2０
人
の
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
・
書
架
整
理
・
館

内
の
清
掃
活
動
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協

働
に
よ
る
図
書
館
運
営
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

資
料
の
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

三
隅
図
書
館
は
、
地
域
住
民
の

生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

三
隅
中
央
公
園
内
に
新
築
開
館
し

ま
し
た
。

　

開
館
１
周
年
と
な
る
５
月
25
日
・

26
日
に
は
、
開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
島
根
県
内
で
活
動
す
る

絵
本
作
家
・
景
山
ま
き
さ
ん
を
招

い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
景
山
さ
ん
の
イ

ラ
ス
ト
原
画
展
や
地
元
幼
稚
園
・

保
育
園
児
に
よ
る
「
わ
た
し
の
す

き
な
え
ほ
ん
」
の
絵
画
展
示
を
行

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の

間
、
平
日
と
土
曜
日
を
対
象
に
開

館
時
間
を
２
時
間
試
行
延
長
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
８
月
1０
日
に
、
中
央

図
書
館
が
開
館
１
周
年
を
迎
え
ま

す
。
ま
た
、
５
月
に
は
三
隅
図
書

館
が
開
館
１
周
年
を
迎
え
、
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
、
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯

学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
よ
り

一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

平成25年度利用状況（平成26年３月末現在）
中央図書館 三隅図書館

来館者数 149,０３2人 ３０,9０4人
利用者数 46,65３人 8,269人
貸出冊数 17０,78０冊 28,158冊
蔵 書 数 14３,３48冊 28,129冊

開館記念イベントワークショップ

おはなし会

（中央図書館）

（三隅図書館）

お
か
げ
さ
ま
で
開
館
１
周
年

　
　
　
　
～
中
央
図
書
館
・
三
隅
図
書
館
～

中
央
図
書
館

三
隅
図
書
館
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中
央
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
11
日
㈪
・
25
日
㈪

金
城
・
旭
・
弥
栄
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

三
隅
図
書
館

開
館
時
間

　

火
曜
日
～
土
曜
日

　
　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　

日
曜
日
・
祝
日

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

子
ど
も
映
画
会

日
時　
８
月
17
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
～
２
時
1０
分

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

タ
イ
ト
ル　
う
っ
か
り
ペ
ネ
ロ
ぺ

お
も
し
ろ
い
こ
と
大
好
き

図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
８
月
24
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３5
分

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

タ
イ
ト
ル

フ
ォ
ー
エ
バ
ー
フ
レ
ン
ズ

　

中
央
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
２

土
曜
日
と
第
４
日
曜
日
に
電
子
紙

芝
居
を
上
演
し
て
い
ま
す
。

日
時　
８
月
９
日
㈯
・
24
日
㈰

午
後
２
時
～
３
時

場
所

　

９
日
㈯　

多
目
的
ホ
ー
ル

24
日
㈰　

お
は
な
し
の
へ
や

中
央
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
毎
週
土
曜
日

午
前
1０
時
３０
分
～
11
時
３０
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

テ
ー
マ　
夏
休
み
だ
！

金
城
図
書
館

み
ど
か
ん
倶
楽
部
お
は
な
し
会

日
時　
８
月
21
日
㈭

午
前
11
時
～
11
時
３０
分

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

旭
図
書
館

ブ
ッ
く
ん
読
書
夏
祭
り

日
時　
８
月
６
日
㈬

　

午
前
1０
時
～
正
午

場
所　
今
市
公
民
館

内
容　
お
は
な
し
会
・
工
作
教
室

※　

工
作
で
は
、
夏
に
ぴ
っ
た
り

の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。

※　

工
作
教
室
の
参
加
は
、
事
前

　

申
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
先　
旭
図
書
館

三
隅
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
８
月
2３
日
㈯

午
前
1０
時
～
1０
時
３０
分

場
所　
お
は
な
し
の
部
屋

内
容　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
よ
る
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み

語
り
を
行
い
ま
す
。

記念講演会
　筑摩書房前会長・菊池明郎さんを招き、「図書館
はさらに進化する」を演題に講演会を開催します。
日時　８月1０日㈰　午後２時～４時
場所　２階多目的ホール　　定員　8０人
申込方法　８月１日㈮から中央図書館で整理券を配

布します。空席があれば当日参加も可能です。

特別上映会
　ファンタジーの大傑作「ナルニア国物語」の連続
上映を行います。
日時　８月15日㈮
第１部　ライオンと魔女　午前1０時～午後０時３０分
第２部　カスピアン王子の角笛　午後１時３０分～４時
場所　２階多目的ホール

おはなし会スペシャル
　しまね子どもの読書等推進の会浜田支部によるお
はなし会を開催します。
場所　おはなしのへや
【おはなし会スペシャル】
日時　８月９日㈯
第１部　午前1０時～11時　第２部　午前11時～正午
第３部　午後１時～２時
【おはなしマラソン】
日時　８月1０日㈰　午前1０時３０分～11時３０分

絵本を作ろう
　１枚の紙から絵本を作ります。
日時　８月９日㈯　午後３時～４時
場所　２階多目的ホール　　定員　2０人
申込方法　電話で申し込んでください。

申込み・問い合わせ先　中央図書館（☎�０４８０）

中央図書館開館１周年記念イベント

ペ
タ
ペ
タ
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

　
「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お

は
な
し
の
部
屋
に
あ
る
パ
ネ
ル
の

飾
り
付
け
を
行
い
ま
す
。

８
月
の
テ
ー
マ

Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
乗
っ
て
宇
宙
旅
行

定
期
行
事
の
お
知
ら
せ

☆
映
画
会
を
開
催
し
ま
す

☆
電
子
紙
芝
居
を
上
演
し
ま
す

☆
お
は
な
し
会
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宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
る
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平
成
26
年

度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
て
、
幼

年
消
防
用
活
動
資
器
材
（
和
太
鼓
セ
ッ
ト
）
を
、

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て
い
る
「
三
保
保

育
園
」
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

三
保
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
防
火
ク

ラ
ブ
結
成
時
か
ら
、
積
極
的
に
防
火
・
防
災
に

対
す
る
様
々
な
活
動
を
行
い
、
防
火
・
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
贈
呈
し
た
和
太
鼓
セ
ッ
ト
は
、
今
後
の

園
行
事
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
防
火
・
防

災
の
啓
発
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

　市では、平成2０年度から「ふるさと“はまだ”に貢献した
い、応援したい」という皆さんからの寄附金を受け付けてい
ます。
　平成25年度末の寄附金の状況は次のとおりです。
　寄附金は、指定いただいた事業区分に応じて活用するとと
もに、「浜田市ふるさと応援基金」・「浜田城に関する資料館
及び城山整備基金」・「浜田市地域振興基金」に積み立ててい
ます。

１　ふるさと寄附金の状況

事業区分

寄附金
総計

（平成2０～25年度）平成25年度 平成24年度
（前年度）

件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円）

1 伝統芸能並びに地域文化の伝承及び育成に関する事業 937 8,339,000 29 ３,724,０００ 986 14,4３9,０００

2 特産品の育成及び地域産業の振興に関する事業 1,874 17,449,000 ３4 4３9,００1 1,916 18,16３,００1

３ 自然環境並びに地域景観の保全及び活用に関する事業 1,584 14,875,500 49 56０,０００ 1,646 15,656,5００

4 高齢者の生活を支援する地域づくりに関する事業 1,012 11,737,000 27 1,577,０００ 1,０6３ 14,15０,０００

5 青少年の健全育成及び教育環境整備に関する事業 1,530 22,090,000 57 ３,３7０,4００ 1,616 ３4,418,862

6 浜田城に関する資料館及び城山整備に関する事業 327 3,613,500 22 1,212,０００ 477 15,845,14０

7 その他目的達成のために市長が必要と認める事業 2,992 36,763,043 171 4,687,０００ ３,219 52,4３2,9０7

合　　計 10,256 114,867,043 ３89 15,569,4０1 1０,92３ 165,1０5,41０

２　ふるさと寄附金の活用状況
平成25年度事業 充当額（円）

1 美術館収蔵絵画額装事業 2,０００,０００

2 石見神楽振興事業 ３,３85,０００

３ 小学校図書及び備品購入 1,5００,０００

4 中学校図書及び備品購入 1,０００,０００

5 公民館運営費 5０,０００

6 ふるさと寄附事務費 222,159

合　　計 8,157,159

問い合わせ先　本庁財政課財務企画係（☎�９２２０） 教育環境整備のため、学校図書の充実を行いました

ふるさと寄附金運用状況

三保保育園幼年消防クラブ

伝統芸能の伝承及び育成のため、石見神楽
社中の衣装購入に補助を行いました

平
成
26
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
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平
成
27
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
職

員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

採
用
職
種
・
人
員
・
要
件
な
ど

下
表
の
と
お
り

第
一
次
試
験　
９
月
21
日
㈰

試
験
会
場　
第
一
中
学
校
（
黒
川
町
）

申
込
方
法　
採
用
試
験
実
施
要
項
に
基

づ
き
、
受
験
申
込
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

採
用
試
験
実
施
要
項
は
、
本
庁
人

事
課
・
各
支
所
自
治
振
興
課
に
あ
り

ま
す
。
配
布
は
８
月
１
日
㈮
か
ら
行

い
ま
す
。
実
施
要
項
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈮
～
25
日
㈪

（
当
日
消
印
有
効
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
事
課
人
事
係
【
〒
６
９
７
‐

８
５
０
１　

殿
町
１
番
地
（
☎
�
９

１
３
０
）】

採用職種 人員
（人）

対象者
（平成27年４月１日現在） 必要な資格・条件など

一般事務員 若干名

29歳以下の人

資格は問いません。
一般事務員

（社会福祉士） １ 社会福祉士資格（取得見込みを含む。）

一般事務員
（身体障がい者対象） １

次の①～⑤の条件を全て満たす人
①身体障害者手帳の交付を受けている人
②介助者なしに職務遂行が可能な人
③自力で通勤ができる人
④活字印刷文（文字の大きさ1０ポイント程度）に
対応できる人

⑤口頭による面接に対応できる人
看護師 １ ３4歳以下の人 看護師資格（臨床経験を有する人）
建築技術員 １

29歳以下の人
一級建築士資格（取得見込みを含む。）

土木技術員 １ 資格は問いません。
幼稚園教諭 １ 幼稚園教諭及び保育士資格（取得見込みを含む。）
消防士 ３ 25歳以下の人 資格は問いません。

平和を祈念し、黙とうを

　広島市と長崎市に原爆が投下されて今年で69年目に
なります。
　広島市と長崎市では、それぞれ原爆が投下された時
間に、原爆死没者のご冥福と世界恒久平和の実現を祈
念するため、平和の鐘を合図に１分間の黙とうがささ
げられます。
　また、８月15日は「戦没者を追悼し平和を祈念する
日」です。同日には全国戦没者追悼式が行われ、先の
大戦で亡くなられた人々を追悼し、平和を祈念するた
め、正午から１分間の黙とうがささげられます。
　浜田市は、核兵器廃絶平和都市宣言をしています。
市民の皆さんにおかれましても、亡くなられた人々を
追悼するとともに、世界の恒久平和を祈念して、それ
ぞれの家庭や職場で黙とうをささげましょう。

原爆が投下された日時
広島　昭和2０年８月６日　午前８時15分
長崎　昭和2０年８月９日　午前11時２分

平和アピールパネル展

　昭和2０年８月６日、世界最初の原子爆弾が
広島に投下されました。
　終戦から69年を経て、戦争の記憶が薄れつ
つあります。人類が２度と核による悲しみを
被ることのないよう、「平和の尊さ」を市民
の皆さんに再度確認してもらうためパネル展
を開催します。

展示内容　広島・長崎原爆写真ポスター
開催期間　８月６日㈬～15日㈮
場所　市役所本庁１階市民ロビー

問い合わせ先
　本庁総務課総務管理係（☎�９１１０）

平
成
26
年
度
　
市
職
員
採
用
試
験
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生活排水の分類と１日１人あたりの負荷割合

（参考：環境省「生活排水読本」）

生活排水
ＢＯＤ

43ｇ/人/日

洗濯など
約10％
(4ｇ)

洗濯など
約10％
(4ｇ)

し尿
約30％
(13ｇ)

し尿
約30％
(13ｇ)

風呂
約20％
(9ｇ)

風呂
約20％
(9ｇ)

台所
約40％
(17ｇ)

台所
約40％
(17ｇ)

生
活
雑
排
水

約
70
％（
30
ｇ
）

生
活
雑
排
水

約
70
％（
30
ｇ
）

　市では、公共水域の水質保全と生活環境の向上のため、「公共下水道事業」・「集
落排水事業（農業･漁業）」・「浄化槽設置事業」により、下水処理施設の整備を進め
ています。また、市街地の下水道整備についても、現在、検討しています。

問い合わせ先　本庁下水道課管理係（☎�９６４０）

生活排水の７割は台所などの雑排水

　炊事や洗濯・入浴・洗面・し尿など、日常生活に
伴って家庭から出る汚水を「生活排水」といいます。
この生活排水のうち、し尿を除いたものを「生活雑
排水」と呼んでいます。

　上記グラフは、生活排水の分類と１日１人あたり
の水の汚れの目安となるＢＯＤ負荷量（注）を示し
たものです。
　私たちが１日に使う水の量は、１人あたり約25０
ℓにのぼります。生活排水によるＢＯＤ負荷量は、
１人１日平均4３ｇといわれています。このうち約７
割は生活雑排水が占め、負荷量は３０ｇ。し尿と比べ
て２倍以上の高い割合です。特に台所から出る汚れ
が最も多く、全体の約４割の17ｇです。
（注）ＢＯＤとは？
　水の汚れの度合いを表す指標として、どのくらい
水中の酸素を使うかということを表す「ＢＯＤ」を
用います。水の汚れは、水中の微生物からみると栄
養分であり、微生物も私たちと同じように栄養分と
酸素を必要とします。「ＢＯＤ」とは、微生物が水
の汚れを分解するときに使う酸素の量であり、水中
の酸素が使われて少なくなってしまうと悪臭の発生
や、魚の大量窒息死などの問題が発生します。
　水中に十分な酸素があることは、魚や水中昆虫が
生息するための基本的条件であり、悪臭の発生など
を防止することにつながります。

汚水の浄化に必要な水量

　ふだん、台所から何気なく流している食品類（食
べ残し・飲み残し・米のとぎ汁など）は、驚くほど
水を汚しています。
　下記の表は、台所から食品類をそのまま流した場
合、魚が住める水質（ＢＯＤが１ℓあたり５mg以下）
に戻すには、３００ℓの浴槽で何杯の水が必要かを示
したものです。例えば、牛乳１本（2００ml）では、
11杯分、みそ汁お椀１杯（18０ml）では4.7杯分の水
が必要になります。

貴重な水資源、水環境を守る下水道

　水は、私たちの毎日のくらしになくてはならない
ものです。しかし、生活排水を未処理のまま自然界
に流し続けると、水質や環境を悪化させる原因にな
ります。私たちは、水の利用と同時に使った水の浄
化も考えなければなりません。
　下水道は、し尿だけでなく、炊事や入浴・洗面な
ど日常生活から出る汚水を集め、処理場で浄化して
から川や海に戻す施設です。
　水は、「生命の源」。地球上には、およそ14億㎦の
水があるといわれています。しかし、私たちが水道
水として利用できる川や湖沼の水は、地球上の水の
わずか０.０1％に過ぎません。
　限られた水を、繰り返し使わなければならないか
らこそ、私たちはもっと水資源・水環境に関心を持
つ必要があります。

食品 ＢＯＤ
（ｇ）

魚が住める水質にするには
浴槽（３００ℓ）何杯分？

てんぷら油
使用済み（2０ml） ３０ 2０杯（6,０００ℓ）

牛乳
１本（2００ml） 16 11杯（３,３００ℓ）

みそ汁
お碗１杯（18０ml） 7 4.7杯（1,4００ℓ）

米のとぎ汁
１回目（5００ml） 6 4杯（1,2００ℓ）

中濃ソース
大さじ１杯（15ml） 2 1.３杯（4００ℓ）　

シャンプー
１回分（4.5ml） 1 ０.67杯（2００ℓ）　

（参考：環境省「生活排水読本」）

快適な生活環境と水質保全へ 下水道整備で快適なくらしを

第２回　下水道処理施設の果たす役割
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　浜田地区広域行政組合の人事行政の運営における公正性と透明
性を高めることを目的として、地方公務員法及び浜田地区広域行
政組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、職
員の任用・職員数・給与・勤務時間そのほかの勤務条件など人事
行政の運営などの状況についてお知らせします。

⑴ 職員数の状況 （単位：人）

平成25年度職員数
（平成25年4月1日現在）

平成25年度中
採用者数 退職者数

1３ ０ 4

⑵ 構成市からの派遣職員（平成25年4月1日現在）
・浜田市　７人　　・江津市　４人

⑶ 職員の競争試験及び選考の状況
職員の採用試験は行いませんでした。

⑴ 給与の状況（平成25年度決算） （単位：千円）

給料 職員手当 期末･勤勉
手当 計 1人あたり

給与費
58,０8３ 7,58０ 2０,712 86,３75 6,644

※　職員手当には、退職手当は含んでいません。

⑵ 職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況
（平成25年４月１日現在）

平均年齢 平均給料月額
（基本給）

平均給与月額
（基本給＋諸手当）

51.75歳 ３71,685円 42０,816円

⑶ 給料月額（初任給）の状況（平成25年４月１日現在）
区分 高校卒 大学卒

浜田地区広域
行政組合 一般行政職 14０,1００円 161,6００円

国の制度 一般行政職 1３３,418円
(14０,1００円)

16３,987円
(172,2００円)

※　（　）内は、給与改定・臨時特例法による給与減額措置がないとし
た場合の値（減額前）です。

⑷ 期末・勤勉手当（平成25年度支給割合）

区　分
浜田地区広域行政組合（国）

期末手当 勤勉手当
６月期 1.2０月分(1.225) ０.675月分(０.675)
12月期 1.３5月分(1.３75) ０.675月分(０.675)
計 2.55月分(2.6０) 1.３5月分(1.３5)

加算措置 有

⑸ 退職手当（平成25年４月１日現在の支給割合）

区　分 浜田地区広域行政組合 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続2０年 2３.０３月分 28.7875月分

同じ勤続25年 ３2.8３月分 ３8.955月分
勤続３5年 46.55月分 55.86月分
最高限度額 55.86月分 55.86月分

加算措置

定年前早期退職特例措置
２％～2０％加算
早期退職優遇制度
15％～３０％加算

定年前早期退職特例措置
２％～2０％加算

⑹ そのほかの主な職員手当の状況

種　類 説　　明

扶養手当 扶養親族のある職員に対して支給

住居手当 賃貸住宅で月12,０００円を超える家賃を支
払っている職員に支給

通勤手当 通勤距離が２㎞以上で、自動車などを利用
している職員に支給

特殊勤務手当 著しく危険・不快・不健康又は困難な勤務
で、その特殊性に応じて支給

開始時刻 休憩時間 終了時刻
8：３０ 12：００～1３：００ 17：15

⑴ 分限　処分なし
⑵ 懲戒　処分なし

⑴ 休暇取得日数の状況（平均） （単位：日）
年次有給休暇 病気休暇 特別休暇付与日数 取得日数

2０ 11.9 1.３ 6.３ 
※　特別休暇には、結婚休暇・夏季休暇・忌引などがあります。

⑵ 育児休業　取得なし
⑶ 介護休暇　取得なし
⑷ 介護休暇承認期間　取得なし
⑸ 営利企業等従事許可　１件

⑴ 研修の状況 ⑵ 勤務成績の評定の状況（単位：人）
研修数 受講者数 昇給 昇格 昇任

48 16３人 11 1 2

⑴ 健康診断の状況（単位：人） ⑵ 安全衛生管理体制の整備
健康診断 人間ドック 区　分 人　数

6 7 安全衛生管理者 ０
衛生管理者 ０
安全衛生推進者 ３

⑴ 勤務条件に関する措置要求の状況　該当なし
⑵ 不利益処分に関する不服申立ての状況　該当なし

問い合わせ先　浜田地区広域行政組合総務課総務係
（☎０８５５�５０８２）

１ 職員の任免及び職員数に関する状況

２ 職員の給与の状況

３ 職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況 ４ 職員の分限及び懲戒処分の状況

５ 職員の服務の状況（平成25年１月から12月末実績）

６ 職員の研修及び勤務成績の評定の状況 ７ 職員の福利の状況

８ 職員の利益の保護の状況

広域圏だより
浜田市・江津市

浜田地区広域行政組合

平成25年度浜田地区広域行政組合
人事行政の運営などの状況の公表
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　2０12年の夏、スポーツの祭典・第３０回夏季オリ
ンピックがロンドンで開催され、世界中の人々が
熱いまなざしをそこに向けているとき、私はここ
石州浜田へ赴任しました。日本への憧れ、仕事に
対する期待と不安、新しい環境に対応するための
緊張感、私も正に燃えていました。
　あれからもう２年があっという間に過ぎ去り、
2０14年の夏に入りました。ブラジルではワールド
カップが開催されました。「歳月人を待たず」と
は本当に的を射た言葉ですね。走馬灯のように頭
をよぎる多彩なことを書き留めたいと思います。
　最初の一番の心配事は、自転車通勤でした。自
転車乗りは不得手で、日本の交通網にも不慣れの
ため家族も心配していましたが、最初の週は同僚
が一緒に通勤してくれて助かりました。盛大な歓
迎会も忘れられません。やはり思い出せば切りが
ないので、特に印象深いものを列挙します。
　英語講座・日常会話・中級フリートーク・絵本は、
市民と触れ合える貴重な時間で、少しずつ彼らの
進歩が見えたとき、うれしいし、参加者の人と親
しくなり食事をする機会ができ感激しました。
　各地域での学校訪問は、日本と比較しながらア
メリカの紹介をしました。日本の学校へ通ったこ

とがなかった私にとって、新鮮な雰囲気に浸るこ
とができました。学生も元気で意欲的かつ丁寧に
説明してくれて頼もしく感じました。鋭い質問や
応答にかえってたじたじになりました。
　ハロウィンパーティーやクリスマス交流会は、
ＡＬＴの力を借りてイベントを企画。準備の段階
で、いろいろ考慮して大変でしたけど、前日に
部屋の模様替えや衣装の準備が完了したときは、
ほっとしましたし、当日、子どもたちの笑顔を見
て感無量でした。
　広報の記事は、アメリカでの何気ない話題に関
して新しい目で見るよい機会が得られ、多くの市
民の皆さんに読んでもらえて光栄です。これを機
会にアメリカをもっと理解してほしいと思います。
　神話の国・島根県の、世界的にも有名な縁結び
の神様がおられる出雲大社のお導きで、ここ石州
浜田に赴任したと信じている私にとって、本当に
実り多き２年間でした。
　いよいよ旅立ちです。皆さん、いろいろお世話
になりました。心から感謝します。

　

６
月
15
日
㈰
、
浜
田
市
防
災
訓
練
を
金
城
総

合
運
動
公
園
内
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
８
月
に
浜
田
市
を
襲
っ
た
豪

雨
災
害
と
同
規
模
の
大
雨
が
降
っ
て
い
る
と
の

想
定
で
、「
水
害
・
土
砂
災
害
に
対
す
る
防
災

活
動
」
を
テ
ー
マ
に
行
い
、
防
災
関
係
機
関
や

各
種
団
体
、
雲
城
小
学
校
の
児
童
や
地
域
住
民

な
ど
総
勢
約
７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
消
防
団
員
・
自
主
防
災
組
織
な
ど

が
児
童
や
地
域
住
民
を
安
全
な
場
所
に
誘
導
す

る
避
難
誘
導
訓
練
、
消
防
署
員
・
消
防
団
に
よ

る
倒
壊
建
物
か
ら
の
救
出
訓
練
、
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
孤
立
地
域
か
ら
の
吊
り
上
げ
救

出
訓
練
、
消
防
団
に
よ
る
３
種
類
の
水
防
工
法

訓
練
な
ど
、
本
番
さ
な
が
ら
に
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
、
避
難
場
所
や
経
路
の
確
認
と
、
地

域
で
の
相
互
連
携
の
確
認
を
行
い
、
万
一
の
災

害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安
全
係

（
☎
�
９
１
２
２
）

旅立ち
浜田市国際交流員　ドナルド　マルヤマ

大
雨
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う

～
浜
田
市
防
災
訓
練
を
実
施
～
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

救
急
業
務
や
救
急
医
療
体
制
を

皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

い
、
よ
り
一
層
の
救
命
率
向
上
を

図
る
た
め
、毎
年
９
月
９
日
を「
救

急
の
日
」、
こ
の
日
を
含
む
１
週

間
（
９
月
７
日
㈰
～
1３
日
㈯
）
を

「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
、
全
国

的
に
普
及
啓
発
運
動
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
救
急
の
日
」
及
び
「
救

急
医
療
週
間
」
を
通
じ
て
、
救
急

車
の
正
し
い
利
用
方
法
や
、
家
庭

で
の
事
故
の
予
防
、
家
庭
で
で
き

る
応
急
手
当
に
つ
い
て
考
え
ま

し
ょ
う
。

救
急
車
の
呼
び
方

　

１
１
９
番
通
報
す
る
と
、
指
令

員
が
救
急
車
出
動
に
必
要
な
こ
と

を
順
番
に
伺
い
ま
す
。
全
て
伺
う

前
で
も
救
急
車
は
出
動
し
ま
す
。

あ
わ
て
ず
ゆ
っ
く
り
と
答
え
て
く

だ
さ
い
。

○
救
急
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る

　

１
１
９
番
通
報
し
た
ら
、
ま
ず

「
救
急
で
す
」
と
伝
え
て
く
だ
さ

い
。

○
救
急
車
に
来
て
ほ
し
い
住
所
を

伝
え
る

　

住
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

近
く
の
建
物
な
ど
目
印
に
な
る
も

の
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

○
具
合
の
悪
い
人
の
症
状
を
伝
え

る
　

誰
が
、ど
の
よ
う
に
、ど
う
な
っ

た
、と
簡
潔
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
意
識
・
呼
吸
の
有
無
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

○
具
合
の
悪
い
人
の
年
齢
・
性
別

を
伝
え
る

　

分
か
ら
な
い
場
合
は「
○
歳
代
」

の
よ
う
に
、
お
お
よ
そ
で
構
い
ま

せ
ん
の
で
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

○
あ
な
た
の
名
前
と
連
絡
先
を
伝

え
る

　

あ
な
た
の
名
前
と
、
通
報
後
も

連
絡
可
能
な
電
話
番
号
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。場
所
が
不
明
な
場
合
、

具
合
が
悪
い
人
の
症
状
を
再
確
認

す
る
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
、
な
る

べ
く
次
の
こ
と
を
行
っ
て
く
だ
さ

い○
応
急
手
当

　

特
に
、
意
識
が
な
い
・
大
量
の

出
血
が
あ
る
・
窒
息
し
て
い
る
傷

病
者
は
、
救
急
隊
が
現
場
に
到
着

す
る
ま
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
生
命
の
危
機
に
陥
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
の
適
切
な

応
急
手
当
（
胸
骨
圧
迫
・
人
工
呼

吸
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
・
止
血
処
置
・
気
道

異
物
除
去
な
ど
）
の
実
施
が
極
め

て
重
要
で
す
。

○
保
険
証
・
お
薬
手
帳
（
ふ
だ
ん

飲
ん
で
い
る
薬
）・
履
物
の
準
備

○
人
手
が
あ
る
場
合
は
、
救
急
車

が
来
そ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
誘
導

に
出
る

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
消
防
署
救
急
係

（
☎
�
１
２
２
９
）

対
象

⑴　

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
新
た

に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
人

は
、
そ
の
日
か
ら
１
年
以
内
。

た
だ
し
、
過
去
２
年
以
内
に
免

状
の
交
付
又
は
講
習
を
受
け
て

い
る
場
合
に
は
、
免
状
交
付
日

又
は
受
講
日
以
後
に
お
け
る
最

初
の
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内
。

⑵　

前
回
の
講
習
を
受
け
た
後
、

引
き
続
い
て
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
従
事
し
て
い
る
人
は
、
前

回
受
講
日
以
後
に
お
け
る
最
初

の
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内
。

講
習
日

８
月
27
日
㈬

あ
す
て
ら
す
（
大
田
市
）

９
月
11
日
㈭

ジ
ャ
ス
ト
ホ
ー
ル（
益
田
市
）

９
月
12
日
㈮

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

受
講
料　
４
、
７
０
０
円

申
込
締
切
日　
各
講
習
実
施
日
の

1０
日
前
（
土
・
日
・
祝
日
の
場

合
は
翌
営
業
日
）

申
込
方
法　
受
講
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※　

受
講
申
請
書
は
、
消
防
本
部

及
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

申
込
先　
島
根
県
危
険
物
保
安
協

会
連
合
会
【
〒
６
９
０
‐
０
８

８
８　

松
江
市
北
堀
町
15　

島

根
県
北
堀
町
団
体
ビ
ル
２
階
】

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

対
象　
消
防
設
備
士
免
状
（
甲
種

及
び
乙
種
）
の
交
付
を
受
け
た

日
以
降
最
初
の
４
月
１
日
か
ら

２
年
以
内
の
人
、
及
び
前
回
の

受
講
日
以
降
最
初
の
４
月
１
日

か
ら
５
年
以
内
の
人

消
火
設
備
講
習

講
習
日　
1０
月
９
日
㈭

会
場　
朱
鷺
会
館
（
出
雲
市
）

警
報
設
備
講
習

講
習
日　
1０
月
17
日
㈮

会
場　
浜
田
建
設
会
館

講
習
日　
1０
月
24
日
㈮

会
場　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江

市
）

避
難
設
備
・
消
火
器
講
習

講
習
日　
1０
月
３1
日
㈮

会
場　
プ
ラ
バ
ホ
ー
ル（
松
江
市
）

申
込
期
間

９
月
１
日
㈪
～
19
日
㈮

受
講
料　
７
、
０
０
０
円

受
講
申
請
書　
島
根
県
消
防
設
備

協
会
・
市
消
防
本
部
及
び
各
出

張
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
７
３
０
５
）

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

９
月
９
日
は

「
救
急
の
日
」
で
す

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

を
実
施
し
ま
す

消
防
設
備
士
講
習
を

実
施
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

受
講
対
象　
収
容
人
員
３
０
０
人

以
上
の
特
定
防
火
対
象
物
で
、

甲
種
防
火
管
理
講
習
を
修
了
し
、

現
に
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任

さ
れ
て
い
る
人

受
講
期
限

⑴　

防
火
管
理
者
に
選
任
さ
れ
た

日
の
４
年
前
ま
で
に
甲
種
防
火

管
理
新
規
講
習
又
は
再
講
習
を

修
了
し
た
人
は
、
選
任
さ
れ
た

日
か
ら
１
年
以
内

⑵　

⑴
以
外
の
人
は
、
講
習
を
修

了
し
た
日
以
後
に
お
け
る
最
初

の
４
月
１
日
か
ら
５
年
以
内

講
習
日　
９
月
12
日
㈮

場
所　
浜
田
建
設
会
館

定
員　
先
着
5０
人

受
講
料　
５
、
１
４
０
円

申
込
期
間

８
月
18
日
㈪
～
29
日
㈮

申
込
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は

直
接
持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

申
請
用
紙
は
、
日
本
防
火
・

防
災
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
消

防
本
部
予
防
課
及
び
各
出
張
所

に
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
７
２
５
５
・

▢FAX
０
８
５
２
�
７
２
９
１
）

http://w
w
w
.syoubounet.jp/

shim
ane/

・
日
本
防
火
・
防
災
協
会

（
☎
０
３
‐
３
５
９
１
‐
７
１

２
１
・
▢FAX
０
３
‐
３
５
９
１
‐

７
１
３
０
）

http://w
w
w
.n-bouka.or.jp/

　

町
内
会
・
自
治
会
は
、
一
定
の

同
じ
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
、
親

睦
と
相
互
扶
助
に
よ
る
「
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」を
目
的
と
し
て
、

自
主
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
住
民

組
織
で
す
。

　

浜
田
市
で
は
、
大
多
数
の
世
帯

が
加
入
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
の

避
難
場
所
や
避
難
方
法
の
確
認
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、

町
内
会
・
自
治
会
に
加
入
し
、
協

力
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係

（
☎
�
９
２
０
１
）

・
各
支
所
自
治
振
興
課

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

竹
迫
霊
園

所
在
地　
竹
迫
町
２
７
３
１
番
２

区
画
数　
３
区
画

区
画
番
号

３
１
５
・
３
５
０
・
Ｎ
‐
６

笠
柄
霊
園

所
在
地　
笠
柄
町
１
４
７
番

区
画
数　
２
区
画

区
画
番
号　
47
・
１
０
９

共
通

地
目　
墓
地

面
積　
４
㎡

※　

全
て
の
区
画
と
も
に
、
墓
碑

設
置
歴
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※　

現
地
に
表
示
看
板
を
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

永
代
使
用
料　
１
区
画
46
万
円

管
理
料　
１
区
画
年
額
５
千
円

（
５
年
分
先
払
い
）

納
入
方
法

使
用
許
可
時
一
括
納
入

申
込
期
間

８
月
４
日
㈪
～
18
日
㈪

申
込
方
法　
市
役
所
本
庁
２
階
環

境
課
で
、
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

申
込
み
の
際
、
住
民
票
（
個

人
の
写
し
）
１
通
と
印
鑑
が
必

要
で
す
。

※　

申
込
み
は
１
人
１
区
画
の
み

と
し
、申
込
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

抽
選
日　
８
月
22
日
㈮

受
付　
午
前
1０
時
～
1０
時
３０
分

抽
選　
午
前
1０
時
３０
分
～

抽
選
会
場

市
役
所
本
庁
４
階
講
堂
Ａ
Ｂ

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
施
設
管
理
係

（
☎
�
９
４
３
０
）

　

お
盆
の
し
尿
収
集
業
務
は
、
次

の
と
お
り
休
み
と
な
り
ま
す
。

浜
田

・
㈲
浜
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

８
月
14
日
㈭
～
17
日
㈰

・
門
田
産
業
㈲

８
月
1３
日
㈬
～
15
日
㈮

金
城

・
㈲
ダ
イ
ヤ
環
境
衛
生

８
月
1３
日
㈬
～
17
日
㈰

金
城
・
旭
・
弥
栄

・
㈲
江
津
衛
生
公
社

８
月
14
日
㈭
～
17
日
㈰

三
隅

・
㈲
石
見
環
境
整
備

８
月
14
日
㈭
～
17
日
㈰

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
を

実
施
し
ま
す

生
活
・
環
境

町
内
会
・
自
治
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

竹
迫
霊
園
・
笠
柄
霊
園
墓
所

を
永
代
賃
貸
し
ま
す

早
め
に
計
画
し
ま
し
ょ
う

し
尿
収
集
の
お
盆
休
み
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

消
費
生
活
相
談
窓
口
に
は
、「
健

康
食
品
な
ど
の
送
り
付
け
」や「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
」
に
よ

る
被
害
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
止
し
、
注
意
を
呼
び

掛
け
る
た
め
、「
う
ち
わ
」
を
４
千

５
百
本
作
成
し
、
自
治
会
・
町
内

会
な
ど
に
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
順
に
配
布
し
、
無
く
な
り
次

第
終
了
と
し
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
盆
踊
り
な
ど
に
合

わ
せ
て
ご
利
用
に
な
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

８月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画

１ 金 日脚町２～６・８・９、周布町

11 月 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台

12 火 唐鐘１～９

18 月 国分町１～３、唐鐘1０・11、下府町４～６・８

19 火 下府町１～３・６－１、上府町伊甘

2０ 水 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６

21 木 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８

22 金 殿町１～５、田町２～５

25 月 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・1０

26 火 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５

27 水 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町

28 木 蛭子町、栄町、片庭町

29 金 港町１～４
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの連絡
で土曜日に実施することがあります。

（本庁環境課くらしと環境係）

島根県消費生活センター
マスコットキャラクター

「だまされないゾウくん」

食
中
毒
の
主
な
原
因
は
何
？

食
中
毒
の
主
な
原
因
は
「
細
菌
」

と
「
ウ
イ
ル
ス
」

　
「
細
菌
」
が
原
因
と
な
る
食
中

毒
は
、
夏
場
に
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
の
原
因
と
な
る
細
菌
の

代
表
的
な
も
の
は
、
腸
管
出
血
性

大
腸
菌
（
Ｏ
１
５
７
・
Ｏ
１
１
１

な
ど
）
や
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
・

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
な
ど
で
す
。

　

一
方
、「
ウ
イ
ル
ス
」
が
原
因
と

な
る
食
中
毒
で
は
、
代
表
的
な
も

の
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
調
理

者
か
ら
食
品
を
介
し
て
感
染
す
る

場
合
が
多
く
、
ほ
か
に
二
枚
貝
に

潜
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
冬
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
食
中
毒
が
毎
年
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
毒
キ
ノ
コ
や
フ
グ

な
ど
の
「
自
然
毒
」、
殺
菌
剤
な
ど

の
「
化
学
物
質
」
な
ど
も
食
中
毒

の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
原
因
物
質

に
よ
っ
て
、
食
中
毒
は
１
年
中
発

生
し
て
い
ま
す
。

食
中
毒
の
３
原
則

食
中
毒
の
原
因
を
「
つ
け
な
い
・

増
や
さ
な
い
・
や
っ
つ
け
る
」

【
つ
け
な
い
】

・
石
け
ん
と
流
水
で
丁
寧
に
手
を

洗
い
、
調
理
器
具
は
使
用
の
都

度
き
れ
い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
焼
肉
な
ど
で
生
の
肉
を
つ
か
む

箸
と
焼
け
た
肉
を
つ
か
む
箸
は

別
の
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
を
保
管
す
る
と
き
に
は
、

密
封
容
器
に
入
れ
た
り
、
ラ
ッ

プ
を
掛
け
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

【
増
や
さ
な
い
】

・
食
べ
物
に
付
着
し
た
菌
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
は
、
低
温
で
保

存
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
肉

や
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品
や
惣
菜

な
ど
は
、
購
入
後
、
で
き
る
だ

け
早
く
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ

う
。

・
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
も
細
菌
は

ゆ
っ
く
り
と
増
殖
す
る
の
で
、

温
度
管
理
に
気
を
付
け
、
早
め

に
食
べ
き
り
ま
し
ょ
う
。

【
や
っ
つ
け
る
】

・
調
理
器
具
は
、
煮
沸
消
毒
や
漂

白
剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
は
、
中
心
部
の
温
度
が

75
℃
で
１
分
間
以
上
加
熱
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

募
集
期
間

８
月
１
日
㈮
～
11
日
㈪

抽
選
日　
８
月
下
旬

入
居
時
期　
９
月
上
旬

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た

な
い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で

の
間
に
入
居
の
申
込
み
を
随
時

受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w
w
.ham

adadoken.
jp/bk.s.ham

adasieijyuutaku.
htm

l

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ

「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
未
然
防

止
う
ち
わ
」
を
配
布
し
ま
す

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

住
宅

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

公
道
沿
い
に
生
垣
や
花
壇
・
庭

園
な
ど
を
設
置
し
た
り
、
公
道
沿

い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
除
去
し

た
り
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
街
地
の
緑
豊

か
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
自

然
と
共
生
す
る
快
適
な
生
活
環
境

づ
く
り
や
、
魅
力
あ
る
都
市
空
間

の
広
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

も
の
で
す
。

対
象　
都
市
計
画
法
で
指
定
さ
れ

た
用
途
地
域
内
に
あ
る
幅
員

１
・
８
ｍ
以
上
の
公
道
に
接
す

る
敷
地
、
又
は
建
築
協
定
で
事

業
の
目
的
に
沿
っ
た
協
定
が
締

結
さ
れ
て
い
る
敷
地
で
、
建
築

行
為
が
伴
う
場
合
に
お
い
て
施

行
さ
れ
る
生
垣
な
ど

補
助
金
額　
左
表
に
掲
げ
る
基
準

に
よ
り
算
出
し
た
額
で
、
1０
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
本
庁
建
築
住
宅

課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
�
９
６
３
２
）

対象経費 基準額

生垣の植栽（１列植え）
に要する経費

樹高０.5ｍ未満 １ｍあたり2,０００円
樹高０.5ｍ以上
1.０ｍ未満 １ｍあたり2,8００円

樹高1.０ｍ以上 １ｍあたり5,4００円
玉物 １ｍあたり３,7００円

生垣の植栽（寄植え）に
要する経費

樹高０.5ｍ未満 １㎡あたり6,8００円
樹高０.5ｍ以上 １㎡あたり9,2００円
玉物 １㎡あたり9,5００円

花壇の植栽に要する経費 １㎡あたり6,7００円

庭園の植栽に要する経費
申請者から提出された見積書・支
払明細書などにより、市が算定し
た額の１／２の額

コンクリートブロック塀
の除去に要する経費（基
礎取壊し及び発生材の処
分に要する経費を含む。）

１ｍあたり３,7００円

板塀・フェンスなどの除
去に要する経費（基礎取
壊し及び発生材の処分に
要する経費を含む。）

１ｍあたり1,1００円

上記に該当しないもので
市長が必要と認めるもの

実情に応じて市が算定した額の
１／２の額

※　基準額は、消費税及び地方消費税が含まれた額とします。

　

市
で
は
、使
用
予
定
の
な
い「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、

空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
に
情
報

提
供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
地
図
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
定
住
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
０
）

　

浜
田
市
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生

息
地
で
す
。
被
害
を
出
さ
な
い
た

め
に
も
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る

　

ク
マ
と
遭
遇
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
場
所
で
活
動
す
る
場
合
は
、
ク

マ
よ
け
の
鈴
や
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
、

音
の
出
る
も
の
を
携
帯
し
、
自
分

の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
ま
し
ょ

う
。
特
に
夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け

て
の
外
出
は
、
視
界
が
悪
く
な
る

た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

作
物
な
ど
へ
の
被
害
防
止

・
果
樹
や
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
の
防

護
に
は
電
気
柵
が
有
効
で
す
。

農
機
具
店
に
相
談
を
し
て
防
護

策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

・
長
年
放
置
さ
れ
て
い
る
柿
や
栗

の
木
は
、
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
な

い
た
め
に
、
伐
採
を
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

・
臭
い
が
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
る
た

め
、
残
飯
な
ど
は
屋
外
に
放
置

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

　

逃
げ
る
も
の
を
と
っ
さ
に
追
う

習
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
慌
て
て

走
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

近
づ
い
て
き
た
ら
…

　

ク
マ
の
気
を
そ
ら
す
た
め
に
、

手
荷
物
な
ど
を
そ
っ
と
置
い
て
、

ゆ
っ
く
り
と
後
ず
さ
り
し
な
が
ら

立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
襲
っ
て
き
た
ら
…

　

首
の
後
ろ
で
手
を
組
み
、
う
つ

伏
せ
で
丸
く
な
り
ク
マ
が
立
ち
去

る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

子
グ
マ
を
見
掛
け
た
ら
…

　

親
グ
マ
が
近
く
に
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
子
連
れ
の
ク
マ
は

特
に
危
険
で
す
。
速
や
か
に
安
全

な
と
こ
ろ
へ
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

　

ク
マ
を
見
掛
け
た
り
、
被
害
が

発
生
し
た
り
し
た
と
き
は
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
農
林
振
興
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

・
各
支
所
産
業
課

生
垣
・
花
壇
・
庭
園
の

植
栽
な
ど
に
補
助
し
ま
す

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

産
業
・
地
域
活
性
化

ク
マ
の
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

浜
田
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協

議
会
で
は
、
国
の
総
合
対
策
事
業

を
活
用
し
、
有
害
獣
（
サ
ル
・
イ

ノ
シ
シ
・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
）

の
集
落
へ
の
侵
入
を
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
阻
止
す
る
防
護
柵
（
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
・
電
気
牧
柵
）
を

設
置
す
る
集
落
な
ど
に
対
し
て
資

材
を
提
供
し
ま
す
。
提
供
し
た
資

材
の
設
置
・
維
持
管
理
は
、
申
請

団
体
で
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

対
象　
集
落
・
町
内
会
又
は
３
戸

以
上
の
団
体

要
件

・
防
護
柵
の
対
象
と
な
る
農
用
地

が
３０
ａ
以
上
で
あ
る
こ
と
（
市

内
に
あ
り
、遊
休
農
地
を
除
く
。）

・
今
年
度
中
に
設
置
を
行
う
こ
と

申
込
締
切
日　
８
月
29
日
㈮

申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
設
置
予
定
位
置

図
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
本
庁
農
林
振
興

課
及
び
各
支
所
産
業
課
に
あ
り

ま
す
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
資
材

が
配
布
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※　

希
望
し
て
い
る
数
量
を
配
布

で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
団
体

で
不
足
分
を
追
加
購
入
し
て
設

置
す
る
か
、
又
は
配
布
す
る
資

材
内
で
設
置
す
る
箇
所
や
方
法

を
検
討
し
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
振
興
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

　

採
用
計
画
の
あ
る
企
業
・
事
業

所
な
ど
と
の
就
職
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。
浜
田
市
・
江
津
市
へ
の

就
職
を
希
望
す
る
人
は
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

※　

ふ
く
し
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま

ね
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

対
象　
平
成
27
年
３
月
に
大
学
・

短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
・

専
修
学
校
卒
業
予
定
の
人
及
び

大
学
な
ど
を
卒
業
後
３
年
以
内

の
未
就
職
者
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

希
望
者

日
時　
８
月
1０
日
㈰

午
前
1０
時
３０
分
～
午
後
４
時

場
所　
い
わ
み
ー
る

内
容

○
直
前
セ
ミ
ナ
ー
「
自
分
の
強
み

を
活
か
し
た
就
活
の
す
す
め
」

午
前
1０
時
３０
分
～
正
午

○
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー

ナ
ー

午
後
０
時
45
分
～
１
時
３０
分

○
事
業
所
Ｐ
Ｒ
動
画
コ
ー
ナ
ー

午
後
０
時
15
分
～
４
時

○
個
別
就
職
面
談

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課
内　

浜
田
・

江
津
地
区
雇
用
推
進
協
議
会

（
☎
�
９
５
０
１
）

　

県
内
の
保
育
所
な
ど
の
児
童
福

祉
施
設
に
お
け
る
人
材
確
保
と
、

保
育
現
場
に
就
職
を
希
望
す
る
人

へ
の
支
援
を
目
的
に
就
職
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
８
月
３1
日
㈰

午
前
11
時
～
午
後
３
時
３０
分

場
所浜

田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

内
容

○
参
加
事
業
所
Ｐ
Ｒ
ブ
ッ
ク
の
配

布
　

参
加
事
業
所
の
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト

を
写
真
と
文
で
ま
と
め
た
「
Ｐ
Ｒ

ブ
ッ
ク
」
を
、
参
加
者
全
員
へ
当

日
資
料
と
し
て
配
布
し
ま
す
。

○
個
別
就
職
面
談
会

　

各
ブ
ー
ス
で
、
事
業
所
概
要
や

採
用
予
定
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
す
。

○
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
就

職
に
関
す
る
相
談
・
求
職
登
録
を

行
い
ま
す
。

料
金　
無
料

※　

参
加
の
申
込
み
は
、
い
り
ま

せ
ん
。

※　

参
加
に
あ
た
っ
て
一
時
保
育

な
ど
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
た
場
合
は
、
そ
の
費
用
を
助

成
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石

見
分
室
（
☎
�
９
３
４
０
）

　

県
で
は
、
魅
力
あ
る
島
根
の
景

観
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
建
造

物
な
ど
を
部
門
ご
と
に
募
集
し
ま

す
。
過
去
に
応
募
し
た
物
件
の
再

度
の
応
募
も
可
能
で
す
が
、
既
に

景
観
賞
を
受
賞
し
た
物
件
は
除
き

ま
す
。

募
集
部
門

⑴　

ま
ち
・
み
ど
り
・
活
動
部
門

⑵　

土
木
施
設
部
門

⑶　

公
共
建
築
物
部
門

⑷　

民
間
建
築
物
部
門

⑸　

屋
外
広
告
物
・
そ
の
他
部
門

応
募
資
格　
自
薦
・
他
薦
を
問
わ

ず
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

応
募
締
切
日　
９
月
１
日
㈪

※　

景
観
賞
の
応
募
は
、
年
間
を

通
し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
資
料
を
添
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
が

で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.shim

ane.
lg.jp/environm

ent/nature/
keikan/keikan_sho/

※　

応
募
用
紙
は
、
本
庁
建
設
企

画
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
先　
県
都
市
計
画
課
景
観
政

策
室
【
〒
６
９
０
‐
８
５
０
１

松
江
市
殿
町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

・
県
都
市
計
画
課
景
観
政
策
室

（
☎
０
８
５
２
�
６
１
４
３
）

・
本
庁
建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

（
☎
�
９
６
０
１
）

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め

の
資
材
を
提
供
し
ま
す

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
（
浜
田

会
場
）
を
開
催
し
ま
す

ほ
い
く
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

（
浜
田
会
場
）
を
開
催
し
ま
す

第
22
回
「
し
ま
ね
景
観
賞
」

景
観
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る

建
造
物
な
ど
を
募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

郵
船
ク
ル
ー
ズ
が
運
航
す
る
ク

ル
ー
ズ
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
、
３

年
ぶ
り
に
浜
田
港
に
寄
港
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
浜
田
港
埠
頭
内
か
ら

客
船
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

事
前
の
申
込
み
に
よ
り
船
内
の
見

学
が
で
き
ま
す
。

※　

見
学
を
す
る
に
は
、
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
が

必
要
で
す
（
高
校
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）。

寄
港
日
時　
９
月
３０
日
㈫

午
前
８
時
～
午
後
５
時

船
内
見
学
（
申
込
み
が
必
要
）

集
合
時
間　
午
後
１
時

見
学
時
間

午
後
１
時
３０
分
～
２
時
３０
分

集
合
場
所

し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー

定
員　
１
０
０
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
３1
日
㈰
必
着

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
往
信
表
面
】
〒
６
９
７
‐
０
０

６
２　

浜
田
市
熱
田
町
２
１
３

５
‐
２　

浜
田
港
湾
振
興
セ
ン

タ
ー
あ
て

【
往
信
裏
面
】
「
飛
鳥
Ⅱ
船
内
見

学
希
望
」
と
明
記
し
、
見
学
希

望
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

【
返
信
表
面
】
申
込
者
の
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

【
返
信
裏
面
】
何
も
書
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

※　

１
枚
で
４
人
ま
で
応
募
で
き

ま
す
（
高
校
生
以
下
は
、
保
護

者
同
伴
）。

※　

複
数
名
で
の
見
学
を
希
望
す

る
場
合
は
、全
員
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

の
上
、
結
果
を
全
員
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

埠
頭
か
ら
の
見
学
（
申
込
不
要
）

集
合
場
所

し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー

※　

福
井
埠
頭
ま
で
は
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

※　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
時
間

や
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
、
浜
田

港
湾
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

http://w
w
w
.pref.shim

ane.
lg.jp/ham

adakokanri/

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
港
湾
振
興
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
０
８
２
）

飛鳥Ⅱ（全長241ｍ・総トン数50,142ｔ）

（撮影：中村庸夫）

　

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
帰
省
し
た

友
人
や
家
族
な
ど
と
一
緒
に
、
夜

空
に
浮
か
び
上
が
る
浜
田
マ
リ
ン

大
橋
の
幻
想
的
な
景
観
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
1３
日
㈬
～
15
日
㈮

日
没
～
午
前
０
時

場
所　
浜
田
マ
リ
ン
大
橋

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
水
産
振
興
課
水
産
係

（
☎
�
９
５
２
０
）

　

浜
田
の
五
地
想
も
の
が
た
り
推

進
協
議
会
で
は
、
魅
力
的
な
食
の

ま
ち
づ
く
り
と
地
産
地
消
の
推
進

を
目
的
に
、
浜
田
の
旬
の
食
材
を

活
か
し
た
「
い
い
よ
！
１
、
４
０

０
円
、
２
倍
い
い
よ
！
２
、
８
０

０
円
」
の
ご
ち
そ
う
料
理
を
提
供

し
て
も
ら
え
る
お
店
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
要
件

・
提
供
す
る
料
理
の
価
格
は
、

１
、４
０
０
円
・
２
、８
０
０
円

と
す
る
こ
と
（
税
込
み
・
税
抜

き
は
問
い
ま
せ
ん
）。

・
主
な
食
材
は
、
浜
田
市
で
生
産

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
使
用
さ
れ
て
い
る
浜
田
の
食
材

や
料
理
を
、
き
ち
ん
と
お
客
様

に
伝
え
る
こ
と
。

料
金　
１
店
舗
５
、
０
０
０
円

（
年
会
費
）

　

加
盟
店
は
、
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
す
る
ほ
か
、

食
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
年
２
回
発

行
）・
の
ぼ
り
旗
の
提
供
や
Ｐ
Ｒ

活
動
な
ど
を
通
じ
て
周
知
し
て
い

き
ま
す
。

　

新
規
加
盟
店
の
公
開
は
、
随
時

行
っ
て
い
き
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
交
流
課
内　

浜
田
の
五
地

想
も
の
が
た
り
推
進
協
議
会
事

務
局
（
☎
�
９
５
３
０
）

　

市
税
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の

貴
重
な
財
源
で
す
の
で
、
納
期
限

内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

一
度
手
続
を
す
る
と
、
口
座
を

解
約
し
た
り
、
納
税
義
務
者
を
変

更
し
た
り
し
な
い
限
り
、
翌
年
度

以
降
も
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、
納

め
忘
れ
が
な
く
大
変
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
納
付
額
が
通
帳
に
記
載

さ
れ
る
た
め
、
納
付
記
録
に
も
な

り
ま
す
。

申
込
手
続

　

預
貯
金
口
座
の
あ
る
市
内
の
金

融
機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
申
込

手
続
が
で
き
ま
す
。手
続
の
際
に
、

預
貯
金
通
帳
と
通
帳
に
使
用
し
て

い
る
印
鑑
が
必
要
で
す
。

ク
ル
ー
ズ
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」

の
船
内
を
見
学
で
き
ま
す

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す

浜
田
の
ご
ち
そ
う
食
べ
よ
う
会

ツ
ー
プ
ラ
イ
ス
メ
ニ
ュ
ー

提
供
加
盟
店
を
募
集
し
ま
す

市
税
は
納
期
限
内
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す

税
務
・
納
税
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

申
込
書
は
、
金
融
機
関
や
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
開
始
時
期

　

申
込
み
の
翌
月
以
降
の
納
期
分

か
ら
の
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
、
申

込
み
が
2０
日
以
降
の
場
合
は
、

翌
々
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

納
付
で
困
っ
て
い
る
場
合
に
は
…

　

納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
特

別
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
状
況

に
応
じ
た
納
付
方
法
な
ど
の
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
徴
収
課
徴
収
係

（
☎
�
９
２
４
０
）

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
毎
年
８
月
１
日
現
在
の

状
況
を
８
月
中
に
届
け
出
て
、
受

給
資
格
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
引
き
続
き
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
届
出
を
せ
ず
に
２
年
を

経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
手
当

を
受
け
る
資
格
が
な
く
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
７
月
末
に

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

届
出
期
間

８
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１

歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園（
所
）・
幼
稚
園
で
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
９
月
11
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
～
１
時
３０
分

②
午
後
１
時
３０
分
～
２
時

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
３０
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

８
月
28
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

運
動
機
能
を
高
め
、
活
動
的
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た

め
に
次
の
２
会
場
で
教
室
を
行
い

ま
す
。

対
象　
浜
田
市
民
で
、
筋
力
や
バ

ラ
ン
ス
力
な
ど
の
運
動
機
能
が

低
下
傾
向
に
あ
る
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
、
65
歳
以
上

の
人
で
、
３
か
月
継
続
し
て
参

加
で
き
る
人

※　

運
動
機
能
に
つ
い
て
は
、
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
な

ど
を
参
考
に
し
ま
す
。

内
容　
体
力
測
定
・
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
・
機
器
を
活
用
し
た
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ほ
か

料
金　
１
、
０
０
０
円
程
度

（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
）

申
込
締
切
日　
８
月
29
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

問
診
な
ど
で
身
体
状
況
を
確

認
し
ま
す
。
身
体
状
況
・
教
室

の
定
員
な
ど
に
よ
り
、
お
断
り

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

日
時　
1０
月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎

週
火
・
木
曜
日

午
前
９
時
～
1０
時
３０
分

場
所　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

定
員　
1０
人
程
度

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課
高
齢
者
包

括
支
援
係
（
☎
�
９
３
２
１
）

日
時　
1０
月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎

週
水
・
金
曜
日

午
後
３
時
～
４
時
３０
分

場
所　
ア
ク
ア
み
す
み

定
員　
15
人
程
度

※　

平
成
25
年
度
に
参
加
し
て
い

る
人
は
除
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

三
隅
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係
（
☎
�
２
８
０
６
）

対
象　
就
業
を
希
望
す
る
看
護
職

員
な
ど

日
時　
８
月
1３
日
㈬
・
９
月
1０
日

㈬　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
就
業

相
談
、
看
護
情
報
の
提
供
な
ど

担
当
者　
看
護
協
会
就
業
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

子
育
て

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を

忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
ま
す

健
康
・
福
祉

高
齢
者
運
動
機
能
向
上

教
室
を
開
催
し
ま
す

高
齢
者
筋
力
ア
ッ
プ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

ピ
ン
シ
ャ
ン
！
ら
く
ら
く

筋
ト
レ
教
室

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別

障
害
者
手
当
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
受
給
資
格
な
ど
の
状
況

を
届
け
出
て
、
翌
年
７
月
ま
で
の

手
当
の
支
給
の
要
否
の
認
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
引
き
続
き
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
転
居
な
ど
支
給
要
件
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
忘
れ
ず

に
14
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
個
別
に
案

内
し
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
間

８
月
11
日
㈪
～
９
月
1０
日
㈬

※　

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

者
で
、
対
象
児
童
が
養
護
学
校

や
、
ろ
う
学
校
の
寄
宿
舎
に
入

寮
し
て
い
る
場
合
は
、「
別
居

看
護
事
実
に
つ
い
て
の
確
認
願

書
」
に
、
学
校
又
は
居
住
地
域

の
民
生
委
員
に
証
明
を
受
け
、

ほ
か
の
添
付
書
類
と
併
せ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
高
齢
障
が
い
課
障
が
い
福

祉
係
（
☎
�
９
３
２
２
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

在
日
外
国
人
高
齢
者
で
、
国
籍

が
欠
格
事
由
と
な
っ
て
公
的
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
に
あ
る
人
に
、
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

対
象　
大
正
15
年
４
月
１
日
以
前

に
出
生
し
た
浜
田
市
在
住
の
在

日
外
国
人
高
齢
者

支
給
金
額　
月
額
２
万
円

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
本
庁
高
齢
障
が

い
課
及
び
各
支
所
市
民
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
高
齢
障
が
い
課
高
齢
者
福

祉
係
（
☎
�
９
３
２
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　９月以降のがん検診の日程は、「平成26年度各種
健（検）診日程表」をご覧ください。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種
がん検診を、無料で受診することができます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）

乳がん検診
対象　３5歳以上の女性で、和暦で偶数年生まれの人及び
クーポン券が送付された人

※　予約が必要です（医療機関と検診車では、申込先が
異なりますので注意してください）。

【医療機関で受診する場合】
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
平成27年２月27日㈮まで
毎週月・水・金曜日、第２・４火曜日
検診当日受付時間　14：００～14：３０

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場
浜
田８月17日㈰

9：００～11：３０
市役所本庁駐車場

1３：００～15：００
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を
受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

胃がん検診（予約不要）　対象　4０歳以上
実施日 受付時間 会　場

金
城８月26日㈫

8：００～ 8：３０ みどりかいかん
9：３０～1０：３０ 久佐公民館（くざ会館）

旭
８月６日㈬

8：３０～11：００
都川高齢者活動促進センター

1３：３０～14：３０

８月７日㈭
8：３０～11：００

旭保健センター
1３：３０～14：３０

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。

【医療機関で受診する場合】
対象　2０歳～49歳の女性
実施期間　平成27年２月27日㈮まで
受託医療機関　江木医院（☎�１１８１）
　　　　　　　中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療
　中山産婦人科医院　８月４日㈪　17：００～18：３０
※　前日までに予約が必要です。

【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　2０歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場
浜
田８月17日㈰

9：３０～11：３０
市役所本庁駐車場

1３：００～15：００

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の

受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

在
日
外
国
人
高
齢
者
に

給
付
金
を
支
給
し
ま
す

８月各種がん検診の日程
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

障
が
い
者
雇
用
に
理
解
が
あ
り
、

障
が
い
者
の
視
線
に
立
っ
た
雇
用

環
境
を
整
え
る
な
ど
社
会
意
識
の

高
い
事
業
所
を
、
障
が
い
者
雇
用

優
良
事
業
所
と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
取
組
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
し
て
、
市
民
や

企
業
に
対
し
広
く
啓
発
し
、
自
然

体
の
障
が
い
者
雇
用
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
す
。

対
象　
障
が
い
者
雇
用
に
理
解
が

あ
り
、
実
際
に
障
が
い
者
を
雇

用
し
て
い
る
市
内
の
事
務
所
又

は
事
業
所
（
支
店
・
営
業
所
な

ど
）
で
、
次
の
全
て
に
該
当
す

る
こ
と

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・
入
札
参
加
資
格
登
録
の
取
消
し

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
原
則
と
し
て
、
事
業
所
の
障
が

い
者
雇
用
率
が
２
％
以
上
で
あ

る
こ
と

・
事
業
所
都
合
に
よ
る
障
が
い
者

の
解
雇
が
、
過
去
６
か
月
間
以

上
な
い
こ
と

・
勤
続
年
数
が
１
年
以
上
の
障
が

い
者
が
在
職
し
て
い
る
こ
と

応
募
期
間

８
月
１
日
㈮
～
2０
日
㈬

応
募
方
法　
自
薦
・
他
薦
は
問
い

ま
せ
ん
。
所
定
の
様
式
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

様
式
は
、
本
庁
高
齢
障
が
い

課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

表
彰
時
期　
障
が
い
者
雇
用
支
援

月
間
（
９
月
）
の
間

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課
障
が
い
福

祉
係
（
☎
�
９
３
２
２
）

　

浜
田
市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催

し
ま
す
。
戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ

ん
は
、
ご
列
席
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
６
日
㈯

午
前
11
時
～
正
午

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
�
０
０
９
４
）

対象　65歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場に用意しています。
・「広報はまだ」４月号に併せて配布した「平成26

年度各種健（検）診日程表」に掲載しています。
・市役所本庁１階地域医療対策課1０番窓口及び各支

所市民福祉課・各公民館にもあります。
※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影できるよう

な服装で受診してください。

※　９月以降の結核検診は、「平成26年度各種
健（検）診日程表」をご覧ください。

問い合わせ先
・本庁地域医療対策課健康推進係

（☎�９３１１）
・各支所市民福祉課

【　浜　田　】
日 時間 会　場 日 時間 会　場 日 時間 会　場

19
日
㈫

9：００～ 9：2０ 国府公民館有福分館
19
日
㈫

1０：55～11：1０ フレンドリーショッ
プダイナミック前

19
日
㈫

14：1０～14：4０ 国府公民館
9：３０～ 9：4０ 大峠口バス停前（大金町） 14：5０～15：2０ ＪＦしまね浜田支所国府出張所
9：5０～1０：15 順興寺前 1３：００～1３：2０ 久代公民館 15：4０～16：００ 佐々木米穀店前（下府町）

1０：25～1０：45 ＪＡいわみ上府支所前 1３：4０～1３：5０ 国分自治会館

【　弥　栄　】
日 時間 会　場 日 時間 会　場 日 時間 会　場

2０
日
㈬

9：００～ 9：３０ 老人福祉センター
2０
日
㈬

14：25～14：３5 横谷集会所

21
日
㈭

1０：5０～11：００ 程原下集会所
9：4０～ 9：5０ 大斉集会所 14：45～15：００ 小角集会所 11：15～11：３5 弥栄会館
1０：００～1０：1０ 野坂旧消防車庫前 15：1０～15：25 交流センターかどた 1３：1０～1３：4０ 西の郷ライスセンター
1０：2０～1０：３5 野坂集会所 15：３5～15：45 日高集会所 14：００～14：1０ 小熊集会所
1０：45～11：００ 六歩谷集会所 15：55～16：０5 青尾集会所 14：2０～14：３０ 谷集会所
11：1０～11：25 金岡集会所

21
日
㈭

9：００～ 9：1０ 畑集会所 14：5０～15：００ 熊の山集会所
11：３5～11：45 高内精米所 9：2０～ 9：３０ 山賀集会所 15：1０～15：2０ 下田野原集会所
1３：００～1３：2０ 弥栄会館 9：4０～1０：００ 小坂集会所 15：３０～15：4０ 上田野原集会所
1３：３０～1３：45 稲代集会所 1０：０5～1０：15 西河内集会所 16：００～16：1０ 老人福祉センター
1３：55～14：1０ 大坪センター 1０：３０～1０：4０ 程原上集会所

障
が
い
者
雇
用
優
良
事
業
所

を
表
彰
し
ま
す

浜
田
市
戦
没
者
追
悼
式
を

開
催
し
ま
す

８月結核レントゲン検診の日程
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

健 康 コラムコラム

　

7０
歳
か
ら
74
歳
の
浜
田
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者
へ
、
８
月
１
日

か
ら
使
う
高
齢
受
給
者
証
を
送
付

し
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
と
は
？

　

7０
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
誕
生

日
が
１
日
の
人
は
そ
の
月
）か
ら
、

病
院
に
か
か
る
と
き
の
自
己
負
担

割
合
が
所
得
に
応
じ
て
【
２
割
】

又
は
【
３
割
】
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
証
明
す
る
も
の
を
「
高
齢
受

給
者
証
」
と
い
い
ま
す
。
病
院
な

ど
の
窓
口
で
保
険
証
と
と
も
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

誕
生
日
が
昭
和
14
年
８
月
２

日
か
ら
昭
和
19
年
４
月
１
日
ま

で
の
人
は
、
特
例
措
置
に
よ
り

【
１
割
】
又
は
【
３
割
】
と
な

り
ま
す
。

有
効
期
限
が
あ
る
の
？

　

今
回
送
付
し
た
高
齢
受
給
者
証

は
、
８
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
７

月
３1
日
ま
で
を
有
効
期
限
と
し
て

い
ま
す
。

※　

期
間
内
に
75
歳
に
な
る
人
は

誕
生
日
の
前
日
ま
で
。
そ
の
後

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

自
己
負
担
割
合
の
見
直
し

　

平
成
26
年
３
月
末
ま
で
、
高
齢

受
給
者
の
医
療
機
関
で
の
自
己
負

担
割
合
が
【
２
割
】
か
ら
【
１
割
】

に
据
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

国
に
お
け
る
制
度
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
平
成
26
年
５
月
１
日
以
降

に
高
齢
受
給
者
証
の
対
象
に
な
る

人
（
誕
生
日
が
昭
和
19
年
４
月
２

日
以
降
の
人
）
か
ら
自
己
負
担
割

合
が
【
２
割
】
に
な
り
ま
す
。

※　

現
役
並
み
所
得
者
は【
３
割
】

の
ま
ま
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　喫煙者に多いＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）
は、呼吸ができなくなる怖い病気です。風邪だ
と思っていたら、いつまでも咳の症状が治まら
ない、ちょっとしたことで息が上がってしまう
など、身に覚えがありませんか。
　ＣＯＰＤには、「タバコ病」という別名があ
ります。というのも、患者の9０％以上に喫煙歴
があるからです。自分でタバコを吸わなくても、
他人の吸ったタバコの煙（受動喫煙）もＣＯＰ
Ｄの原因となり得ます。ほかにも大気中のほこ
りや汚染物質・化学物質なども原因だと考えら
れています。
　ＣＯＰＤは、肺だけの病気だと思われがちで
すが、肺や気管支の組織が壊れて、呼吸がうま
くできなくなる病気のため、最初は風邪の症状
と似ていますが、病気が進行するにつれ、息切
れがひどくなり、息を吸うことはできても吐き
出すことができなくなります。このようになっ
てくると、全身への影響も大きく、食欲低下・
体力低下や、心臓病・糖尿病・がんなどの病気
を合併することがあります。
　風邪やインフルエンザの後に、胸部の違和感
が続いたり、咳・痰・息切れなどの症状が悪化

したりする場合は、できるだけ早く医療機関を
受診しましょう。
　ＣＯＰＤの予防・治療にかかせないのは禁煙
と禁煙の継続です。何歳になってから始めても
必ず効果があります。「今から」禁煙を始めま
しょう。
　さらに、気管支炎を引き起こす風邪やインフ
ルエンザなどの感染症の予防も重要です。日頃
から手洗いやうがい・予防接種などの対策をし
ておきましょう。
　肺機能を高めるには、ウォーキングや腹式呼
吸などの運動と呼吸法も効果があります。ふだ
んの生活の中に気軽に取り入れ、肺年齢を若返
らせましょう。

（三隅支所市民福祉課）

※　次回９月号は、『食育』についてのコラムを掲載します。

保
険
・
医
療
・
年
金

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
す

その咳・息切れ、
　　　ＣＯＰＤかも知れません！
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心
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域
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保
険
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医
療
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金

教
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ー
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生
活
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環
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宅
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権

税
務
・
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健
康
・
福
祉

子

育

て

　

こ
の
制
度
は
、
福
祉
医
療
対
象

者
（
重
度
心
身
障
が
い
者
及
び
ひ

と
り
親
家
庭
）
に
、
医
療
費
（
自

己
負
担
分
）
の
助
成
を
行
い
、
健

康
の
保
持
と
生
活
の
安
定
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※　
　
1０
月
１
日
か
ら
制
度
の
拡
充

に
よ
り
、
対
象
と
な
る
人
が
増

え
、
本
人
負
担
額
が
下
が
り
ま

す
。

福
祉
医
療
を
受
け
ら
れ
る
人

　

従
来
の
対
象
要
件
⑴
～
⑸
に
加

え
、
新
た
に
⑹
～
⑻
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

⑴　

65
歳
以
上
で
、
引
き
続
き
３

か
月
以
上
の
寝
た
き
り
の
状
態

で
他
人
の
介
護
が
必
要
な
人

（
助
成
期
間
は
１
年
限
り
）

⑵　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は

２
級
を
持
っ
て
い
る
人

⑶　

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
又
は

４
級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
お

お
む
ね
Ｉ
Ｑ
5０
以
下
と
診
断
さ

れ
た
人

⑷　

療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る

人
⑸　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
【
18
歳

未
満
又
は
高
校
第
３
学
年
修
了

ま
で
の
児
童
（
2０
歳
未
満
）
を

養
育
す
る
配
偶
者
の
い
な
い
人

及
び
児
童
】

⑹　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
を
持
っ
て
い
る
人

⑺　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

２
級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
３
級
又
は
４
級

を
持
っ
て
い
る
人

⑻　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

２
級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
お

お
む
ね
Ｉ
Ｑ
5０
以
下
と
診
断
さ

れ
た
人

※　

健
康
保
険
未
加
入
者
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※　

⑴
～
⑷
・
⑹
～
⑻
の
2０
歳
以

上
の
人
は
、
所
得
制
限
（
特
別

障
害
者
手
当
の
所
得
額
を
準

用
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
所
得

額
に
は
、
障
害
年
金
な
ど
の
非

課
税
収
入
も
含
ん
で
審
査
し
ま

す
。

※　

⑸
は
、
前
年
分
の
所
得
税
が

非
課
税
の
世
帯
（
扶
養
控
除
に

つ
い
て
は
、
平
成
22
年
中
の
所

得
税
の
計
算
に
お
け
る
控
除
額

が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
再

計
算
さ
れ
た
も
の
）
が
対
象
で

す
。

自
己
負
担
額

　

対
象
者
の
自
己
負
担
割
合
は
、

「
医
療
費
の
１
割
」
で
す
。
薬
局

な
ど
で
は
、
自
己
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

１
か
月
、
１
医
療
機
関
あ
た
り

の
自
己
負
担
額
が
、
次
表
の
と
お

り
変
わ
り
ま
す
。

有
効
期
間

　

原
則
と
し
て
１
年
で
す
（
転
出

や
年
齢
到
達
な
ど
の
事
由
で
対
象

外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　

毎
年
1０
月
１
日
が
更
新
日
で
、

引
き
続
き
助
成
を
受
け
る
場
合
は

手
続
が
必
要
で
す
。

※　

８
月
上
旬
に
更
新
の
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

１か月あたりの自己負担限度額
区分 入院 外来

市町村民税
課税世帯の人

（従来３０,０００円）
20,000円

（従来9,０００円）
6,000円

市町村民税
非課税世帯の人

（従来4,０００円）
2,000円

（従来2,０００円）
1,000円

2０歳未満の
障がい児（者）

（従来どおり）
2,０００円

（従来どおり）
1,０００円

※　医療機関などで、１割を超える又は自己負担限度
額を超える医療費を負担した場合は、助成申請によ
り医療費の払い戻しをします。

更
新
の
必
要
な
人

福
祉
医
療
受
給
対
象
者
で
、
有

効
期
限
が
平
成
26
年
９
月
３０
日

ま
で
と
な
っ
て
い
る
人

※　

現
在
受
給
中
で
、
引
き
続
き

対
象
者
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人

に
は
、
８
月
上
旬
に
更
新
の
案

内
を
送
付
し
ま
す
。

提
出
期
限　
８
月
29
日
㈮

※　

事
務
処
理
の
都
合
上
、
期
限

を
定
め
て
い
ま
す
が
、
期
限
が

過
ぎ
て
も
申
請
は
で
き
ま
す
。

※　

1０
月
末
ま
で
に
申
請
し
、
引

き
続
き
該
当
と
な
る
場
合
は
、

1０
月
１
日
か
ら
有
効
の
証
を
交

付
し
ま
す
。
11
月
以
降
に
更
新

手
続
を
し
た
場
合
は
、
申
請
月

の
初
日
か
ら
有
効
の
証
を
交
付

し
ま
す
。

更
新
に
必
要
な
も
の

①
福
祉
医
療
費
医
療
証（
資
格
証
）

更
新
申
請
書
（
対
象
者
へ
送
付

し
ま
す
。）

②
印
鑑
（
認
印
可
）

③
健
康
保
険
証
（
対
象
者
の
名
前

が
記
載
し
て
あ
る
も
の
）

④
福
祉
医
療
証
又
は
資
格
証
（
有

効
期
限
が
平
成
26
年
９
月
３０
日

ま
で
の
も
の
）

⑤
対
象
者
の
該
当
事
由
に
よ
り
提

示
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
も

の
（
次
の
と
お
り
）

重
度
心
身
障
が
い
者

・
療
育
手
帳
（
Ａ
）
又
は
身
体
障

害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）

・
非
課
税
公
的
年
金
（
障
害
年

金
・
遺
族
年
金
な
ど
）
の
受
給

者
は
、
平
成
25
年
１
月
１
日
か

ら
12
月
３1
日
ま
で
の
支
給
金
額

の
分
か
る
も
の
（
支
払
い
通
知

書
・
額
改
定
通
知
書
・
振
込
金

額
の
分
か
る
通
帳
の
コ
ピ
ー
な

ど
）

ひ
と
り
親
家
庭

・
高
等
学
校
な
ど
（
定
時
制
・
通

信
制
高
校
を
含
む
。）
に
在
学

し
て
い
る
児
童
の
う
ち
、
今
年

度
18
歳
到
達
（
又
は
18
歳
以
上

2０
歳
未
満
）
の
学
生
は
、
対
象

児
童
の
学
生
証
又
は
在
学
証
明

書
（
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降

も
学
生
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

も
の
）

平
成
26
年
１
月
１
日
に
浜
田
市
に

住
所
が
な
い
人

・
平
成
26
年
度
所
得
課
税
証
明
書

※　

所
得
要
件
に
よ
り
、
非
該
当

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

福
祉
医
療
対
象
者
に

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

福
祉
医
療
費
医
療
証
（
資
格

証
）
更
新
の
お
知
ら
せ
で
す
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療
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環
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健
康
・
福
祉

子

育

て

　

交
通
事
故
な
ど
が
原
因
で
、
要

介
護
認
定
を
受
け
て
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合
は
、
保
険
者
（
浜
田

地
区
広
域
行
政
組
合
）
の
負
担
す

る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
加

害
者
（
第
三
者
）
に
請
求
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

加
害
者
が
負
担
す
べ
き
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
費
用
は
、
保
険
者
が

一
時
的
に
立
替
え
を
す
る
た
め
、

通
常
ど
お
り
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
ま
す
が
、
後
日
、
保

険
者
が
加
害
者
に
そ
の
費
用
を
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

第
三
者
行
為
に
よ
り
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
連
絡

を
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
給
付
係

（
☎
�
１
５
２
０
）

　

教
職
員
・
保
護
者
・
社
会
教
育

関
係
者
・
事
業
所
職
員
・
行
政
・

市
民
が
一
堂
に
会
し
、
人
権
・
同

和
問
題
や
人
権
・
同
和
教
育
の
啓

発
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

へ
向
け
た
実
践
力
を
培
う
た
め
、

人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　
８
月
22
日
㈮

午
前
1０
時
～
11
時
5０
分

場
所石

央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

演
題　
こ
ん
な
時　

子
ど
も
も
お

と
な
も
地
域
も
ス
テ
キ
に
輝
く

～
人
権
・
同
和
教
育
の
充
実

今
と
こ
れ
か
ら
～

講
師　
園
田
雅
春
さ
ん
（
大
阪
成

蹊
大
学
教
育
学
部
教
授
）

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

　

市
で
は
、「
浜
田
市
人
権
尊
重

都
市
宣
言
」
を
制
定
し
、
一
人
ひ

と
り
が
大
切
に
さ
れ
「
人
が
輝
き

文
化
の
か
お
る
人
権
尊
重
の
ま
ち
」

づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

人
権
問
題
に
つ
い
て
気
付
き
、

学
び
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
９
月
６
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ

ン
パ
ス
講
堂

内
容

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

②
人
権
作
文
発
表
（
石
見
智
翠
館

高
校
２
年
生　

河
上
光
さ
ん
）

③
人
権
を
考
え
る
市
民
グ
ル
ー
プ

実
践
発
表

④
基
調
講
演

・
演
題　

橋
は
か
か
る

～
被
差
別
部
落
に
生
ま

れ
育
っ
て
～

※　

講
演
と
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り

を
行
い
ま
す
。

・
講
師　

村
崎
太
郎
さ
ん
（
猿
ま

わ
し
芸
人
）

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

対
象　
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

弥
栄

日
時　
８
月
15
日
㈮

受
付　
午
前
９
時
３０
分
～

式
典　
午
前
1０
時
～

場
所　
弥
栄
会
館

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
弥
栄
分
室

（
☎
�
２
１
２
１
）

三
隅

日
時　
８
月
14
日
㈭

受
付　
午
前
９
時
～

式
典　
午
前
９
時
３０
分
～

場
所　
三
隅
中
央
会
館

問
い
合
わ
せ
先

三
隅
支
所
自
治
振
興
課

（
☎
�
２
８
０
１
）

※　

浜
田
・
金
城
・
旭
自
治
区
は
、

平
成
27
年
１
月
に
開
催
し
ま
す
。

対
象　
中
学
生
以
上
の
石
見
地
方

在
住
者
及
び
出
身
者

募集部門・出品料
写真の部 題材自由（デジタル可、ただし編集・加工した

ものは不可）
１人３点以内
１点1,5００円（中・高校生5００円）

書の部
第１部　前衛書
第２部　漢字・かな・近代詩文など
（中・高校生は、各部とも軸物可）

１人１点限り（部門ごとに）
１点1,5００円（中・高校生5００円）

絵画の部
油絵・日本画・水彩画・版画・素描・デザイン
第１部　高校生・大学生・一般
第２部　中学生

１人１点限り
１点1,5００円（中・高校生5００円）

自由作品の部 工芸・ちぎり絵・水墨画・彫刻・陶芸など １人１点限り
１点1,０００円（中・高校生３００円）

第
三
者
行
為（
交
通
事
故
な
ど
）

に
よ
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
の
お
知
ら
せ
で
す

人
権

ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
大
会
を
開
催
し
ま
す

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

浜
田
市
成
人
式
を

開
催
し
ま
す

浜
田
市
美
術
展
一
般
公
募
展

作
品
を
募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

※　

未
発
表
の
自
己
作
品
で
、
作

品
の
裏
な
ど
に
展
示
用
吊
り
紐

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

※　

ガ
ラ
ス
入
り
額
装
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

※　

規
定
サ
イ
ズ
以
外
の
作
品
は

出
品
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
方
法　
出
品
票
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
出
品
料
を
添
え

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

出
品
票
は
、
本
庁
文
化
振
興

課
、
金
城
・
旭
支
所
教
育
委
員

会
分
室
、
弥
栄
支
所
自
治
振
興

課
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館
、
石

正
美
術
館
、石
央
文
化
ホ
ー
ル
、

い
わ
み
ー
る
、
ラ
・
ペ
ア
ー
レ

浜
田
、
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
、
浜

田
郷
土
資
料
館
、
各
公
民
館
に

あ
り
ま
す
。

応
募
先
・
期
間

○
市
役
所
本
庁
文
化
振
興
課

９
月
16
日
㈫
～
26
日
㈮　

午
前

８
時
３０
分
～
午
後
６
時
３０
分

○
金
城
・
旭
支
所
教
育
委
員
会
分

室
・
弥
栄
支
所
自
治
振
興
課

９
月
16
日
㈫
～
19
日
㈮　

午
前

８
時
３０
分
～
午
後
５
時
３０
分

○
石
正
美
術
館

９
月
17
日
㈬
～
19
日
㈮　

午
前

８
時
３０
分
～
午
後
５
時
３０
分

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

９
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

作
品
の
搬
入
場
所
・
期
間

○
金
城
・
旭
支
所
教
育
委
員
会
分

室
・
弥
栄
支
所
自
治
振
興
課

９
月
16
日
㈫
～
19
日
㈮　

午
前

８
時
３０
分
～
午
後
５
時
３０
分

○
石
正
美
術
館

９
月
17
日
㈬
～
19
日
㈮　

午
前

８
時
３０
分
～
午
後
５
時
３０
分

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

９
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

展
示
期
間

1０
月
４
日
㈯
～
1３
日
㈷

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

展
示
場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

審
査　
出
品
さ
れ
た
作
品
は
審
査

の
上
、
特
に
優
れ
た
作
品
に
特

別
賞
各
賞
を
授
与
し
ま
す
。

表
彰
式
日
時
・
場
所

1０
月
12
日
㈰　

午
後
１
時
～
３

時（
受
付
は
午
後
０
時
３０
分
～
）

世
界
こ
ど
も
美
術
館
４
階
第
４

展
示
室

作
品
搬
出
場
所
・
期
間

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

1０
月
1３
日
㈷

午
後
４
時
～
６
時

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振

興
係
（
☎
�
９
７
３
０
）

　

韓
国
で
よ
く
食
べ
ら
れ
て
い
る

キ
ム
チ
を
使
っ
た
料
理
を
、
国
際

交
流
員
の
金
恩
志
さ
ん
と
一
緒
に

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
３０
日
㈯

午
前
1０
時
～
午
後
０
時
３０
分

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
５
０
０
円

（
小
学
生
以
下
２
５
０
円
）

（
会
員
２
５
０
円
）

申
込
締
切
日　
８
月
22
日
㈮

　

韓
国
語
の
基
礎
文
法
、
そ
し
て

簡
単
な
会
話
な
ど
を
国
際
交
流
員

の
金
恩
志
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
19
日
㈫
・
26
日
㈫
・

９
月
２
日
㈫
・
９
日
㈫
・
16
日

㈫
・
３０
日
㈫
・
1０
月
７
日
㈫
・

21
日
㈫
・
28
日
㈫
・
11
月
11
日

㈫午
後
７
時
～
８
時
３０
分

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
８
月
12
日
㈫

　

韓
国
語
の
文
法
が
分
か
る
人
を

対
象
に
、
参
加
者
同
士
で
会
話
を

し
な
が
ら
楽
し
く
韓
国
語
を
話
し

ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
2０
日
㈬
・
27
日
㈬
・

９
月
３
日
㈬
・
1０
日
㈬
・
17
日

㈬
・
1０
月
１
日
㈬
・
８
日
㈬
・

22
日
㈬
・
29
日
㈬
・
11
月
５
日

㈬午
前
1０
時
～
11
時
３０
分

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
８
月
12
日
㈫

　

中
国
語
の
基
礎
ピ
ン
イ
ン
（
発

音
表
記
体
系
）
を
勉
強
し
、
国
際

交
流
員
の
王
恒
さ
ん
と
一
緒
に
単

語
や
発
音
、
そ
し
て
簡
単
な
会
話

を
練
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
22
日
㈮
・
28
日
㈭
・

９
月
４
日
㈭
・
18
日
㈭
・
24
日

㈬
・
1０
月
２
日
㈭
・
９
日
㈭
・

16
日
㈭
・
2３
日
㈭
・
３０
日
㈭

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
８
月
12
日
㈫

　

ピ
ン
イ
ン
（
発
音
表
記
体
系
）

を
復
習
し
な
が
ら
、
王
恒
さ
ん
と

簡
単
な
会
話
の
や
り
取
り
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
21
日
㈭
・
28
日
㈭
・

９
月
４
日
㈭
・
18
日
㈭
・
24
日

㈬
・
1０
月
２
日
㈭
・
９
日
㈭
・

16
日
㈭
・
2３
日
㈭
・
３０
日
㈭

午
後
７
時
～
８
時
３０
分

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
８
月
12
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

韓
国
サ
ロ
ン

～
皆
で
キ
ム
チ
ご
飯
～

は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

韓
国
語　

～
ス
テ
ッ
プ
２
～

話
し
ま
し
ょ
う
！
韓
国
語

　
　
　
　
　

～
ト
ゥ
ル
～

中
国
語
講
座
～
入
門
編
２
～

中
国
語
講
座
・
初
級
編

　
　
　
　

～
ア
ー
ル
～
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広島市中区に、浜田市の営業拠点となる「広
島市場開拓室」を開所しました。（６月２日）

大阪市で開催された関西浜田会総会
に出席しました。（６月８日） 松原小学校の２年生児童が、町探検学習

として市役所を見学してくれました。
（６月10日）

金城総合運動公園で浜田市防災訓練を実施
しました。（６月15日）

金城町の「波佐ホタル祭り」と旭町の「ほー
ほー蛍来い祭り」に参加しました。
（６月21日：写真は波佐ホタル祭り）

第２回浜田市長杯グラウンド・ゴル
フ大会を開催しました。（６月22日）

高齢者どんちっち運動啓発パレードに参加
しました。（６月25日）

空間コーディネータの石村由起子さんを、
浜田市商品開発アドバイザーに委嘱しま
した。（６月11日）

子育て支援センター「すくすく子ども
まつり」を開催しました。（６月28日）

浜田港に寄港した海上自衛隊護衛艦
「まつゆき」を表敬訪問しました。
（６月21日）

浜田市ＰＴＡ連合会研修大会に出席しま
した。（６月22日）

旧木田小学校（旭町）で開催された
佐々田懋顕彰会・服部之総顕彰会設
立総会に出席しました。（６月29日）

市長日記元気な浜田をつくります （平成26年６月）
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　６月29日㈰、三隅自治区「人権を考える集い」が黒沢公民館
で開催されました。この集いは、人権・同和問題について考え
る機会を持つことで、差別や偏見のない明るい社会を築くこと
を目的に開催され、今年で25回目を迎えました。
　当日は、米子市在住の坂田かおりさんを講師に迎え、「いの
ち輝いて生きる」と題した講演がありました。また、会場内に
は人権標語などが展示され、約14０人の参加者は、人権につい
て学ぶ良い機会となりました。

　７月２日㈬、ヒラメの稚魚放流が田ノ浦海岸で行われました。
　当日は、三隅小学校の５年生26人、岡見小学校の５年生14人
の計4０人の児童が参加しました。
　最初に、須津漁港にあるヒラメの中間育成施設を見学し、稚
魚に餌やりをしました。その後、田ノ浦海岸へ移動し、約３,０００
匹のヒラメの稚魚を放流しました。
　児童たちは、バケツに移してもらった体長1０㎝ほどの稚魚を
やさしく海に放していました。

　７月３日㈭、サッカーワールドカップ公式球「ブラズーカ」
のレプリカが、弥栄小学校に贈呈されました。「ブラズーカ」
とは、開催地であるブラジルの国民を親しみを込めて呼び表す
俗語で、一般投票により命名されました。
　ボールを贈った安城郵便局は、ワールドカップの応援企画と
して窓口に展示していたものを、地域の子どもたちに親しんで
もらいたいと贈呈されました。児童代表でボールを受け取った
大塚陽希さんは、「サッカーが好き。このボールでいっぱい練
習したい」とうれしそうに話していました。

　６月29日㈰、郷土の偉人である佐々田懋
すすむ

翁と服部之
し

總
そ う

翁の功
績を伝える顕彰会が発足し、旧木田小学校で設立総会が開かれ
ました。佐々田懋翁は、島根県議会議長などを務め、浜田～広
島間の道路整備など、数々の業績を残し、第１回衆議院議員選
挙から連続３期当選しました。また、服部之總翁は、正蓮寺（旭
町木田）の長男として生まれ、明治維新史を研究し、鎌倉アカ
デミアや法政大学の教壇に立ちました。
　設立総会では、会長を務める宇津徹男前浜田市長が「偉人の
功績を後世に伝えるためお役に立ちたい」と述べました。

自らの体験を熱く語る坂田かおりさん

やさしく海に放しました

ボールを受け取った大塚陽希さん

総会終了後のお茶会では、両家の末裔が関係者をもてなしました

まちのわだい♥Town Topics

差別や偏見のない明るい社会を！
～ 第25回三隅自治区人権を考える集い ～

みすみ

みすみ元気に大きく育ってね！
～ ヒラメ放流体験事業 ～

郷土の偉人の足跡を後世に伝える
～ 佐々田懋顕彰会・服部之總顕彰会設立総会 ～

あさひ

Ｗ杯球レプリカ寄贈式
～ サッカーＷ杯の興奮を小学校へ ～

やさか
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　６月21日㈯、あじさい祭が宇野町ふれあい会館「夢
む

生
う

舎
し ゃ

」で
開催されました。これは、下府川の環境保全活動を行っている
下府川を楽しむ会が主催したもので、地元の児童や会員など約
３０人が参加しました。
　当日は、しまね海洋館アクアス職員の指導で、竹の水鉄砲と
竹鉄砲を作りました。水が漏れないようにピストンの太さを調
節するのが難しく、親子や友だち同士で工夫しながら作りまし
た。水鉄砲を作った子どもたちは、「自分で作った水鉄砲で遊
ぶのは、とにかく楽しい」と話していました。 狙いを定めても、思うように命中しません

　６月22日㈰、スポ・レク広場が、いわみーる体育館で開催さ
れました。これは、子どもや高齢者の体力向上を目指し、レク
リエーションを通じて運動をしようという催しで、「バッゴー」
「スカットボール」「ラダーゲッター」などのニュースポーツ
を中心とした競技に、幼児から高齢者まで多くの人が参加して
いました。
　スポーツチャンバラに挑戦した参加者は、「想像以上に動き
が激しいスポーツでした。対戦中は相手の動きにとても集中す
るので、心身ともにいい刺激になりました」と話していました。 子ども同士のスポーツチャンバラも迫力がありました

　６月21日㈯、第1３回波佐ホタル祭りが、小波の郷・波佐小国
温泉ほたる湯館で開催されました。これは、波佐ホタル祭り実
行委員会が主催したもので、波佐保育園児のお遊戯から始まり、
よさこいソーラン踊り、安来節などが披露されました。屋台で
は、地元特産のサバ寿司やホタルバーガーなどの販売も行われ
人気を博していました。小雨の降る中、親子連れなど大勢の人
出でにぎわいました。
　祭りが終了する頃には、ホタルも飛び始め、蜜蝋キャンドル
が映し出す幻想的な景色を、多くの来場者が楽しんでいました。来場者も輪に加わった波佐ホタル音頭

　６月21日㈯、島根あさひ社会復帰促進センターの出所者と地
域が意見交換を行う「あさひ感謝シンポジウム」が旭センター
で開催されました。このシンポジウムは、出所者の声を直接聞
くことにより、地域の多くの人に出所後の苦労や頑張りを感じ
てもらおうと企画された全国で初めての取組です。
　出所者からは、地域に対する感謝の言葉や、所内での生活で
学んだこと、出所後の生活などについての話があり、地域から
の質問に対しては、「自分たちの経験を犯罪防止のために役立
てたい」と答えられていました。開催に先立ち挨拶を行う高野センター長

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

手作り水鉄砲で暑気払い
～ 第10回あじさい祭 ～

はまだ

ニュースポーツで体力向上
～ 島根県スポーツ・レクリエーション広場 ～

はまだ

かなぎほーほーホタル恋
こ い

～ 波佐ホタル祭り ～

あさひ出所者が感謝の声を伝える
～ あさひ感謝シンポジウム ～
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　６月16日㈪、エコ風鈴づくりが弥栄小学校で行われました。
　これは、はまだエコライフ推進隊弥栄支部と安城公民館が企
画したもので、地球や環境にやさしい生活や、無理のない節電
をしながら夏を過ごす方法を、児童と一緒に考えました。
　児童たちは、耐水性のあるアクリル絵の具で、真っ白な素焼
きの風鈴に涼しさを感じさせる花火やスイカなどを描きました。
エコな生活について考えた児童たちは、短冊に「風鈴から弥栄
の風韻が聞えてくる」などのメッセージを書き、世界に１つだ
けの風鈴を完成させました。風鈴に涼しげな絵を描く児童

　６月17日㈫、観
か ん

世
ぜ

流
りゅう

能楽「大
だ い

会
え

」の謡
うたい

と仕
し

舞
ま い

の発表が石見小
学校で行われました。
　当日は、体育館に本物の能舞台が作られ、５月に片山家能楽・
京舞保存財団の能楽師の指導を受けた５・６年生が、練習の成
果を披露しました。その後、能楽師による大会を鑑賞し、舞が
自分たちの演じた場面になると、児童たちの集中力は一気に高
まり、プロの舞台に魅了されていました。
　天狗と帝釈天を演じた児童は「先生の舞は迫力があってすご
かった。能が体験できて楽しかった」と話していました。 児童の謡と仕舞に、惜しみない拍手が送られました

　６月15日㈰、フルートとチェロのアンサンブルF
フ ラ ウ セ

lauceのコン
サートが、みどりかいかんで開催されました。クラシック・ポッ
プス・映画音楽など幅広いジャンルの曲が演奏され、来場者は
フルートの輝くような音色とチェロの深く優しい音色に魅了さ
れました。また、来場者の温かい歌声や軽快なリズムに合わせ
た手拍子も加わり、最後に演奏された「風になりたい」では、
初夏の風を感じる爽やかな演奏に会場全体が包まれました。
　来場者は、「演奏者の息遣いを肌で感じながら、素晴らしい
演奏を聴くことができ感動した」と話していました。 会場が１つになって音楽を楽しみました

　５月22日㈭、弥栄町防火パレードが行われ、安城保育園・杵
束保育園の園児が合同で町内をパレードしました。
　晴天のなか、火消しの衣装に身を包んだ園児たちは、大きな
声で「火の用心」を歌いながら歌詞に合わせ拍子木を鳴らし、「ひ
のようじん」の横断幕を掲げて、地域の皆さんに防火を呼び掛
けました。
　かわいい園児たちのアピールに、沿道からは温かい声援が送
られていました。

防火を呼び掛ける園児たち

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

やさか夏を涼しく過ごそう
～ エコ風鈴づくり ～

本物の舞台で能を披露
～ 文化庁巡回公演事業で能楽師が指導 ～

はまだ

フルートとチェロの音色に包まれて
～ 紫陽花コンサート ～

かなぎ

やさか地域みんなで火の用心
～ 弥栄町防火パレード ～
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✚

れ
た
新
作
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

強
靭
な
紙
の
特
性
を
生
か
し
た
も

の
、
紙
本
来
の
美
し
い
色
合
い
を
利

用
し
た
も
の
な
ど
、
紙
の
特
徴
も
加

味
し
な
が
ら
個
性
豊
か
に
生
き
生
き

と
描
か
れ
た
作
品
が
並
び
ま
す
。
今

も
伝
統
技
法
を
守
っ
て
漉す

か
れ
る
石

州
和
紙
と
、
現
代
作
家
の
瑞
々
し
い

感
性
が
共
鳴
し
合
い
生
ま
れ
た
作
品

の
数
々
を
、
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

会
期　
1０
月
５
日
㈰
ま
で

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金

　

一
般　

８
０
０
円
（
７
０
０
円
）

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

特
別
観
覧
券
・
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

Ｌ
コ
ー
ド
６
２
８
３
６

　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

※　

（
）内
は
団
体
料
金

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

開
館
、
翌
日
休
館
）

　

石
正
美
術
館
で
は
、
２
つ
の
特
別

展
を
開
催
中
で
す
。

　

本
館
の
「
石
本
正
新
作
展　

湧
き

で
る
対
象
を
求
め
て
」
で
は
、
今
年

で
94
歳
を
迎
え
た
日
本
画
家
・
石
本

正
（
三
隅
町
出
身
）
が
、
平
成
24
年

か
ら
25
年
に
か
け
て
描
き
上
げ
た
新

作
28
点
を
、
こ
れ
ま
で
の
代
表
作
と

と
も
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
新
館
の
「
第
４
回
石
州
和
紙

に
描
い
た
日
本
画
展
」
で
は
、
26
人

の
画
家
に
よ
っ
て
石
州
和
紙
に
描
か石本正「鷹」2012年新作

　今年も皆さんの想いを込めた灯ろうを流すとともに、家
族や地域のつながりに感謝する場となることを願います。
日時　８月16日㈯　午後５時～８時
場所　新川橋下から千本橋河川敷特設会場（三隅町古市場）
※　８月２日㈯に、灯ろうに絵付けをするワークショップ
（材料費３００円）を行います。

　夏休み恒例、人気の木工教室です。温もりのある木を使っ
て、思いっ切り自由に作品を作りましょう。小さなお子さ
んでも楽しめます。
日時　８月2３日㈯　午後１時～４時
場所　石正美術館中庭
材料費　５００円
講師　木工房きなり・西田清久

《ギャラリー展示》
野上明博　裸婦＆水彩画展
　８月１日㈮まで
二科会写真部島根支部写真展（石見移
動展）
　８月９日㈯～15日㈮
佐々木俊和写真展「龍雲寺」
　８月16日㈯～24日㈰　
Nobuo.×Kanako. 「Weirdos in Misumi
（三隅の変わり者達）」
　８月３０日㈯～９月９日㈫

《イベント情報》
ワークショップ「灯ろうをつくろう」
　８月２日㈯　午後１時～３時
　材料費　３００円
夏休み子ども木工教室
　８月2３日㈯　午後１時～４時
　材料費　５００円
　講師　木工房きなり・西田清久

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

特
別
展
の
お
知
ら
せ

◎石州和紙　灯ろうまつり２０１４
　～　ふるさと縁の輪を創ろう　～

◎夏休み子ども木工教室
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世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
開
催
中
の

「
変
身
ア
ー
ト
」
展
は
、
と
て
も
ユ

ニ
ー
ク
な
展
覧
会
で
す
。

　

な
か
で
も
ス
ト
ロ
ー
約
１
万
本
を

組
み
合
わ
せ
て
作
り
上
げ
た
空
間
展

示
は
圧
巻
で
す
。
ス
ト
ロ
ー
と
ク

リ
ッ
プ
を
つ
な
げ
て
作
っ
た
三
角
錐

（
コ
テ
ト
ラ
）
を
創
造
力
に
任
せ
て

無
限
に
増
殖
さ
せ
る
作
品
で
す
。
参

加
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の

で
、
自
分
の
コ
テ
ト
ラ
と
友
達
の
コ

テ
ト
ラ
を
つ
な
げ
て
い
く
と
、
そ
こ

に
は
大
き
な
友
情
の
輪
が
で
き
あ
が

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し

た
作
品
も
大
人
気
で
す
。
壁
面
に
映

し
出
さ
れ
た
棒
人
間
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
・
わ
た
る
君
が
、
綱
渡
り
を
す

る
作
品
で
す
。観
覧
者
が
旗
を
振
り
、

一
生
懸
命
応
援
し
な
い
と
う
ま
く
綱

渡
り
が
で
き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
観
覧
者
が
一
丸
と
な
っ
て

協
力
し
、
わ
た
る
君
を
ゴ
ー
ル
に
導

く
と
い
う
体
験
型
の
作
品
で
す
。

　

見
る
だ
け
で
な
く
体
験
す
る
こ
と

の
で
き
る
楽
し
い
作
品
が
勢
ぞ
ろ
い

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

会
期　
９
月
28
日
㈰
ま
で

※　

こ
の
展
覧
会
は
、
宝
く
じ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

■
お
盆
ス
ペ
シ
ャ
ル
創
作
活
動

《
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
づ
く
り
》

　

マ
ジ
ッ
ク
で
お
絵
描
き
で
き
る
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
作
る
よ
。

◎
８
月
12
日
㈫
・
1３
日
㈬

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

《
コ
ル
ク
ボ
ー
ド
づ
く
り
》

　

写
真
な
ど
を
飾
る
コ
ル
ク
ボ
ー
ド

を
作
る
よ
。
紐
や
ピ
ン
チ
の
飾
り
を

つ
け
て
オ
シ
ャ
レ
に
仕
上
げ
よ
う
。

◎
８
月
14
日
㈭
・
15
日
㈮

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ア
イ
ス
の
棒
で
作
品
づ
く
り
》

　

ア
イ
ス
の
棒
を
組
み
合
わ
せ
て

様
々
な
形
に
大
変
身
さ
せ
よ
う
。

◎
８
月
２
日
㈯
・
８
月
３
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
イ
タ
リ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
》

　

イ
タ
リ
ア
か
ら
や
っ
て
き
た

ジ
ョ
ー
ジ
ア
さ
ん
と
一
緒
に
ユ
ニ
ー

ク
な
作
品
作
り
を
楽
し
も
う
。

◎
８
月
９
日
㈯
・
1０
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
木
で
つ
く
ろ
う
》

　

い
ろ
い
ろ
な
形
の
木
片
を
使
っ
て

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
作
品
作
り
に
挑
戦
。

◎
８
月
2３
日
㈯
・
24
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
動
物
キ
ャ
ン
ド
ル
》

　

カ
ラ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
を
く
っ
つ
け

て
か
わ
い
い
動
物
を
作
ろ
う
。

◎
８
月
３０
日
㈯
・
３1
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

「ふれふれわたる君」の様子

ストローの作品

　

創
作
屋
台
や
フ
ー
ド
屋
台
・
石
見

神
楽
公
演
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
！

「
変
身
ア
ー
ト
」
展
の
出
品
作
家
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
る
よ
。

日
時　
８
月
17
日
㈰

時
間　
午
前
1０
時
～
午
後
５
時

場
所　
美
術
館
中
庭

※　

当
日
は
、
小
・
中
学
生
の
展
覧

会
観
覧
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

８
月
は
無
休
で
す

ジョージアさん（左）

昨年の様子

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.212

有

料

広

告

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

「
変
身
ア
ー
ト
」
展

好
評
開
催
中
！

美
術
館
ま
つ
り
２
０
１
４
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韓
国
に
あ
る
啓ケ

ミ
ョ
ン明

大
学
校
か
ら
１

年
間
交
換
留
学
生
と
し
て
島
根
県
立

大
学
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
来
て
か
ら
も
う
数
ヶ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
頭
に
は
た
く
さ
ん

の
記
憶
が
残
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て

浜
田
に
来
た
と
き
に
感
じ
た
不
安
と

期
待
感
、
国
際
交
流
会
館
（
寮
）
の

人
と
の
出
会
い
、
大
学
の
授
業
の
難

し
さ
、
石
見
の
海
に
親
し
む
集
い
で

見
た
海
の
美
し
さ
…
。
ま
た
、
こ
れ

開
催
日　
９
月
1３
日
㈯

主
な
内
容

・
講
義
体
験

・
学
食
体
験

・
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

・
在
学
生
に
よ
る
何
で
も
相
談
会

・
進
学
相
談
会

※　

高
校
３
年
生
だ
け
で
な
く
、１
・

２
年
生
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

　

県
立
大
学
で
は
、
地
域
貢
献
・
施

設
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
施
設
を
利
用
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
開
放
し
て
い
る
主
な

施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

か
ら
の
こ
と
も
す
ご
く
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

初
め
て
浜
田
に
来
た
と
き
に
は
、

知
ら
な
い
場
所
で
知
ら
な
い
人
と
の

生
活
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
心
配
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
ず
い
ぶ
ん

慣
れ
ま
し
た
が
、
特
に
バ
ス
の
時
刻

表
が
よ
く
分
か
ら
な
く
て
買
い
物
を

す
る
の
が
大
変
で
し
た
。
荷
物
を
両

手
に
持
っ
て
迷
っ
て
い
た
と
き
に
、

全
く
他
人
な
の
に
寮
ま
で
送
っ
て
く

だ
さ
っ
た
り
、
手
伝
っ
て
く
だ
さ
っ

た
り
し
て
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。

私
が
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
い
光
景
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
県
大
の
学
生
た

ち
や
留
学
生
を
歓
迎
し
て
く
れ
る
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
浜
田
に
来
て
か
ら

の
時
間
を
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
こ
浜
田
で
一
所

懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
応
援
し
て

く
だ
さ
い
。

　

県
立
大
学
で
開
講
す
る
科
目
の
う

ち
、
政
治
学
・
経
済
学
・
法
律
な
ど

多
く
の
科
目
を
社
会
人
の
皆
さ
ん
に

も
広
く
開
放
し
ま
す
。
パ
ー
ト
タ
イ

ム
で
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

あ
な
た
も
大
学
生
と
共
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
開
講
科
目
な
ど
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
15
日
㈮
～
22
日
㈮

受
講
期
間　
1０
月
～
平
成
27
年
２
月

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
、
県
立
大
学
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

市
内
３
か
所
（
浜
田
市
役
所
１
階
・

浜
田
合
同
庁
舎
１
階
・
Ｊ
Ｒ
浜
田
駅

市
民
サ
ロ
ン
）
に
広
報
ス
タ
ン
ド
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
広
報
誌
や
大
学

案
内
・
公
開
講
座
の
案
内
な
ど
、
ご

自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

県
立
大
学
で
は
年
２
回
、
公
立
大

学
と
し
て
教
育
・
研
究
・
地
域
連
携

な
ど
の
各
種
取
組
の
成
果
を
地
域
に

還
元
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
大
学
で
あ
る
か
を
伝
え

る
た
め
広
報
誌
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
２
号
が
完
成
し
、

自
治
会
回
覧
で
皆
さ
ん
に
お
届
け
し

て
い
ま
す
。
広
報
誌
は
、
県
内
公
共

施
設
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
広
報

ス
タ
ン
ド
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

次
号
は
、
11
月
頃
皆
さ
ん
に
お
届

け
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
企
画
調
整
室

（
☎
�
２
２
０
１
）

　

な
お
、
利
用
す
る
に
は
手
続
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課

（
☎
�
２
２
０
０
）

施設名 使用料
(円／時間)

光熱水費
(円／時間)

講堂
ホール 2,71０

通　　　常 1,92０
空調使用時 11,85０

ミーティングルーム 29０
通　　　常 2０
空調使用時 17０

交流
センター

コンベンションホール 1,47０
通　　　常 62０
空調使用時 9３０

研修室（全室） 64０
通　　　常 12０
空調使用時 27０

総
合
政
策
学
部
４
年　
李
炳
沐　

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

vol.130
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

開
放
施
設
の
紹
介

県
大
広
報
ス
タ
ン
ド
を
設
置

第
２
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
催
し
ま
す

県
大
広
報
誌
「O

オ

ロ

リ

ン

R
O
R
IN

」

第
２
号
発
行

浜
田
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

李イ

炳ビ
ョ
ン

沐モ
ク

と
申
し
ま
す

平
成
26
年
度
秋
学
期
聴
講
生・

科
目
等
履
修
生
募
集
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まちかど
伝言板

　

小
・
中
学
生
で
競
う
囲
碁
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
毎
年
、
市
内
外
か
ら

も
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。
腕
試
し
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
８
月
17
日
㈰

受
付　
午
前
９
時
３０
分
～

開
会
式　
午
前
1０
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

料　
１ 

、０
０
０
円

※　

弁
当
代
を
含
み
ま
す
。

※　

参
加
料
の
み
は
、
５
０
０
円
に

な
り
ま
す
。

申
込
締
切
日　
８
月
６
日
㈬

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
本
庁
生
涯
学
習

課
に
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
生
涯
学
習
課

（
☎
�
９
７
２
０
・
▢ＦＡＸ
�
５
０
９

０
）

　

刑
事
裁
判
に
お
け
る
裁
判
官
・
検

察
官
・
弁
護
人
の
役
割
や
手
続
の
流

れ
な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

「
も
ぎ
裁
判
を
や
っ
て
み
よ
う
！
」

を
開
催
し
ま
す
。

内
容

①　

裁
判
員
裁
判
で
使
う
法
廷
を
見

て
み
よ
う

②　

も
ぎ
裁
判
に
参
加
し
て
、
裁
判

官
と
一
緒
に
考
え
て
み
よ
う

③　

裁
判
官
に
質
問
し
て
み
よ
う

④　

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
よ
う

⑤　

裁
判
官
の
法
服
を
着
て
み
よ
う

⑥　

写
真
撮
影
及
び
修
了
証
書
授
与

対
象　
小
学
校
５
・
６
年
生

日　
８
月
19
日
㈫

　

午
後
１
時
15
分
～
４
時
15
分

受
付　
午
後
１
時
～
１
時
15
分

場　
松
江
地
方
裁
判
所
（
松
江
市
）

定　
先
着
4０
人

※　

１
グ
ル
ー
プ
（
５
人
ま
で
）
に

つ
き
、
必
ず
１
人
以
上
の
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

料　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
14
日
㈭

※　

期
限
ま
で
に
予
定
人
数
に
達
し

な
い
場
合
は
，
予
定
人
数
に
達
す

る
ま
で
申
込
期
限
を
延
長
し
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
松
江
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
庶
務
係

（
☎
０
８
５
２
�
１
７
０
１
）

日　
８
月
2３
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
３０
分
～(

１
時
間
程
度)

集
合
場
所　
か
も
め
公
園

清
掃
場
所　
か
も
め
公
園
一
帯

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

　

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

は
ま
だ
を
明
る
く
照
ら
し
隊
で
は
、

あ
い
さ
つ
を
通
し
て
浜
田
市
が
明
る

く
元
気
な
ま
ち
に
な
れ
ば
と
の
思
い

か
ら
子
ど
も
も
大
人
も
あ
い
さ
つ

し
、
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち

を
目
指
す
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
「
あ
い
さ
つ
川
柳
」
を
募
集
し

ま
す
。

　

応
募
作
品
は
、
1０
月
26
日
㈰
に
開

催
す
る
「
は
ま
だ
灯
２
０
１
４
」
で
、

キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
に
飾
る
と
と

も
に
、
入
賞
作
品
の
発
表
・
表
彰
を

し
ま
す
。

一
般
の
部

応
募
締
切
日　
８
月
３1
日
㈰

応　
市
内
各
公
民
館
及
び
市
役
所
本

庁
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
ほ
か

応
募
方
法　
各
応
募
先
に
あ
る
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

設
置
し
て
あ
る
応
募
ボ
ッ
ク
ス
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

小
学
校
の
部

　

夏
休
み
前
に
各
学
校
を
通
じ
、
応

募
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

　

２
学
期
始
業
日
に
、
各
学
校
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
は
ま
だ
を
明
る
く
照
ら
し
隊

村
武
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
１
３
３

９
‐
７
９
７
９
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

有

料

広

告

浜
田
市
教
育
長
杯

子
ど
も
囲
碁
大
会
参
加
者

夏
休
み
子
ど
も
企
画

も
ぎ
裁
判
を
や
っ
て
み
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
い
さ
つ
川
柳

募
　

集
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浜
田
市
野
球
場
を
主
会
場
に
、
９

月
７
日
㈰
か
ら
1０
月
1３
日
㈷
ま
で
行

い
ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
職
域

チ
ー
ム
又
は
代
表
者
が
浜
田
市
民

の
同
好
会
チ
ー
ム
（
学
生
は
、
中

学
校
３
年
生
以
上
で
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
は
３
人
ま
で
）

料　
１
５
、
０
０
０
円

申
込
期
間　
８
月
25
日
㈪
ま
で
（
日

曜
日
を
除
く
）

申　
浜
田
製
菓
㈲
（
朝
日
町
）

　

中
村
利
男
さ
ん
（
☎
�
０
９
２
３
）

問　
野
球
連
盟
事
務
局　

上
野
英
二

さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
３
８
８
０
‐

４
０
６
２
）

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
体

力
の
増
進
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、

小
学
生
以
上
を
対
象
に
随
時
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
歓
び
、
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
せ

ん
か
。
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
来
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
指
導
者
２
人
以
上
、
小
中

高
校
生
1０
人
以
上
で
新
規
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

申
・
問

活
動
内
容
・
入
団
申
込
み
に
つ
い
て

　

左
表
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
、
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

新
規
設
立
に
つ
い
て　

本
庁
教
育
委
員
会
内
浜
田
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務
局

（
☎
�
９
７
２
１
）

団　名 練習日 練習場所 問い合わせ先 電話番号
上府剣道 土 上府小体育館 市野不盡 �１０７８
長沢剣道 土日 石見小体育館 渡辺美紀 �３１６８
三隅柔道 月水金 三保公民館 平川隆夫 090-3373-0105

浜田テコンドー
火 石見公民館

田淵　裕 090-1337-1696水 周布公民館
金 石見武道館

浜田中央(ソフトボール) 土日祝 原井小校庭 川辺孝之 090-3375-1258
金城野球 土日祝 雲城小校庭 福原祐司 090-4802-1277
国府野球 土日祝 国府ふれあい広場 天野禎丞 090-8248-4233
西部野球 土日祝 周布小校庭 小田昭司 090-5692-9308
浜田市野球 土日祝 松原小校庭 三浦　聡 090-7779-1582
美川野球 土日祝 美川農村広場 長見優治 090-8241-3703

三隅少年野球クラブ 水土日 田ノ浦公園
ソフトボール場 益　浩二 090-4699-2765

雲雀丘（ソフトボール）
土日 雲雀丘小学校 堀内康二 090-8069-5522

雲雀丘（バスケット）
波佐（バドミントン） 金 波佐小体育館 小田和彦 090-3176-7527
国府バレーボール 火木土 浜田ろう学校 宮田　徹 080-1907-3637
周布バレーボール 水日 周布小体育館 熊谷一二三 �３３６４
三隅Ｓmileys（バレー）月水日 三隅小体育館 村木勝也 090-1682-9110

　

歌
唱
に
自
信
の
あ
る
人
、
自
薦
他

薦
も
含
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
出
場
申

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

予
選
審
査
会

　

本
選
出
場
者
男
女
各
15
組
を
決
定

し
ま
す
。

日　
９
月
21
日
㈰

※　

詳
し
く
は
申
込
受
付
終
了
後
、

後
日
ご
案
内
し
ま
す
。

参
加
資
格　
石
央
地
域
（
浜
田
市
・

江
津
市
・
邑
智
郡
）
に
住
居
又
は

勤
務
す
る
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ

（
中
学
生
以
上
）

歌
唱
曲　
カ
ラ
オ
ケ
・
ソ
ロ
演
奏
・

バ
ン
ド
演
奏
可
（
カ
ラ
オ
ケ
で
歌

唱
さ
れ
る
人
は
、
カ
ラ
オ
ケ
Ｃ
Ｄ

を
申
込
時
、
又
は
予
選
会
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

料　

５
０
０
円
（
個
人
又
は
１
グ

ル
ー
プ
）

　

大
学
生
以
下　

無
料

※　

本
選
出
場
に
決
定
し
た
人
は
、

別
途
１
人
１
、
０
０
０
円
必
要
で

す
。

申
込
締
切
日　
８
月
３1
日
㈰

申
込
方
法　
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル

に
あ
り
ま
す
。
文
化
ホ
ー
ル
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

本
選

日　
12
月
７
日
㈰

開
場　
午
後
０
時
３０
分

開
演　
午
後
１
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

申
・
問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

浜
田
市
長
旗
争
奪

　
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員

み
ん
な
で
交
通
安
全

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者

そ
の
日
あ
な
た
は
、
す
で
に
ス
タ
ー

第
１
回
石
央
紅
白
歌
合
戦

　
　
　
　
　
　
　
出
場
者
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を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
運

動
の
実
施
に
合
わ
せ
て
、
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

日　
９
月
26
日
㈮
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
～
正
午

場　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド

種
目　
男
子
の
部
・
女
子
の
部

料　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
３1
日
㈰

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
直
接
又
は
郵
送
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
石
見
海
浜
公
園
予

約
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
ボ
ー
ル
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ボ
ー
ル
は
、
公

園
で
貸
出
し
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
【
〒
６
９
７
‐
０
０
０
３　

国
分
町
１
６
４
４
‐
１
（
☎
�
２

　

２
３
１
）】

http://w
w
w
.kkisp.jp/

　

市
の
福
祉
事
業
の
支
援
を
目
的
に
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
自
由
に
参

加
で
き
ま
す
。
夏
の
１
日
を
じ
っ
く

り
と
毛
筆
書
道
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

行
い
ま
す
。

日　
８
月
2３
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
松
原
小
学
校

料　
一
般　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

　
　

中
学
生
・
高
校
生　

５
０
０
円

　
　

小
学
生
・
保
幼
児　

３
０
０
円

問　
浜
田
市
習
字
教
育
連
盟　

山
崎

重
子
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９
５
０

　

５
‐
９
５
４
７
）

　

初
心
者
で
も
分
か
り
や
す
い
講
座

で
す
。
挨
拶
・
自
分
の
名
前
・
趣
味

な
ど
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
手
話
を

楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日　
９
月
３
日
㈬
～
11
月
19
日
㈬

　

毎
週
水
曜
日
（
全
11
回
）

　

午
後
３
時
３０
分
～
４
時
３０
分

場　
浜
田
ろ
う
学
校

定　
先
着
2０
人

料　
無
料

申
込
期
間　
８
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
ろ
う
学
校　

中
島
さ

ん
・
中
濃
さ
ん
（
☎
�
０
１
４
６

　

・
▢ＦＡＸ
�
２
０
６
３
）

　

浜
田
の
石
見
神
楽
を
楽
し
く
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か
ら
見
る
石

見
神
楽
を
、
よ
り
一
層
楽
し
く
鑑
賞

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

日　
９
月
2０
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時
３０
分

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
研
修
室
Ａ
Ｂ

①
演
題　
石
見
神
楽
面
の
技
法
と
そ

の
歩
み
に
つ
い
て

講
師　
柿
田
勝
郎
さ
ん
（
柿
田
勝
郎

面
工
房
代
表
）（
予
定
）

②
演
題　
浜
田
の
石
見
神
楽
の
特
徴
、

演
目
、
採
り
物
に
つ
い
て

講
師　
日
高
均
さ
ん
（
西
村
神
楽
社

中
代
表
）（
予
定
）

③
講
師
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

料　
無
料

申
込
締
切
日　
９
月
1０
日
㈬

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
商
工
会
議
所

に
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
総
務
課

（
☎
�
３
０
２
５
）

　

調
理
補
助
の
仕
事
を
希
望
又
は
関

心
の
あ
る
人
に
、
働
く
き
っ
か
け
と

し
て
も
ら
う
た
め
の
講
習
で
す
。
実

習
に
加
え
、
就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
・

企
業
と
の
面
接
会
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
55
歳
以
上

講
習
期
間　
９
月
24
日
㈬
～
1０
月
６

日
㈪
（
平
日
９
日
間
）

　

午
前
1０
時
～
午
後
４
時

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　
1０
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
９
月
1０
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
浜
田
分
室

（
☎
０
８
５
５
�
４
６
８
０
）

日　
９
月
28
日
㈰

場　
金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

料　
メ
ン
バ
ー　

１
０
、
５
０
０
円

　
　

ビ
ジ
タ
ー　

１
３
、
８
０
０
円

※　

チ
ャ
リ
テ
ィ
参
加
料
３
、０
０
０

円
・
プ
レ
イ
代
・
食
事
代
・
グ
リ
ー

ン
フ
ィ
ー
代
な
ど
含
み
ま
す
。

申
込
締
切
日　
８
月
26
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
亀
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
事
務
局
（
☎
�
０
６
０
０
・

▢ＦＡＸ
�
２
２
３
６
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

有

料

広

告

浜
田
亀
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ

　
　
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者

夏
季
書
道
講
習
会

浜
田
ろ
う
学
校
手
話
講
座

～
知
れ
ば
倍
増
！
神
楽
の
魅
力
～

浜
田
の
石
見
神
楽
講
習
会

シ
ニ
ア
の
た
め
の

調
理
補
助
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

教
室
・
講
座
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総
合
実
務
科

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
自
己
理
解

や
適
性
の
見
極
め
を
行
い
な
が
ら
、

就
職
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
の

知
識
や
、
様
々
な
作
業
・
実
習
、
企

業
な
ど
で
の
訓
練
に
よ
り
技
術
や
作

業
能
力
を
習
得
し
、
就
職
す
る
た
め

の
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

対
象　
障
が
い
の
あ
る
人
で
就
労
を

目
指
し
て
い
る
人

入
校
検
定
日　
８
月
28
日
㈭

検
定
場
所

西
部
高
等
技
術
校
（
益
田
市
）

定　
５
人

料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
１
０
、
０
０
０
円
程
度
必
要

で
す
。）

訓
練
期
間　
11
月
４
日
㈫
～
平
成
27

年
３
月
３1
日
㈫　

毎
週
月
～
金

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
３０
分

訓
練
場
所　
西
部
高
等
技
術
校

選
抜
方
法　
面
接

申
込
締
切
日　
８
月
21
日
㈭

申
込
方
法　
願
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

願
書
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ

り
ま
す
。

問　
西
部
高
等
技
術
校
総
務
課

　

下
森
さ
ん
・
大
畑
さ
ん

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
川
本
）

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
資
格

（
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）
取
得

訓
練
コ
ー
ス
で
す
。
座
学
だ
け
で
な

く
、
職
場
実
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象　
求
職
者
で
、
介
護
職
と
し
て

就
職
希
望
の
人

入
校
検
定
日　
９
月
12
日
㈮

検
定
場
所　
川
本
合
同
庁
舎

定　
15
人

料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
１
３
、
０
０
０
円
程
度
必
要

で
す
。）

訓
練
期
間　
1０
月
１
日
㈬
～
平
成
27

年
１
月
３０
日
㈮

訓
練
場
所　
川
本
合
同
庁
舎

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

申
込
締
切
日　
９
月
４
日
㈭

申
込
方
法　
願
書
に
は
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

願
書
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ

り
ま
す
。

問　
西
部
高
等
技
術
校　

木
村
さ
ん

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

　

浜
田
商
工
会
議
所
で
は
、「
浜
田

の
石
見
神
楽
」
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
に
、「
浜
田
の
石

見
神
楽
検
定
試
験
」を
実
施
し
ま
す
。

日　
1０
月
11
日
㈯

受
付　
午
後
２
時
～

試
験　
午
後
２
時
4０
分
～
（
9０
分
）

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
研
修
室
Ａ
Ｂ

試
験
内
容　
浜
田
の
石
見
神
楽
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
事
項

※　

主
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
浜
田
の

石
見
神
楽
」
か
ら
出
題
し
ま
す
。

※　

選
択
方
式
・
○
×
方
式
・
部
分

記
入
方
式
で
１
０
０
問
以
内
で
す
。

※　

正
答
率
7０
％
以
上
で
合
格
と
な

り
ま
す
。

料　
大
人　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

　
　

高
校
生
以
下　

１
、
０
０
０
円

申
込
期
間

　

８
月
４
日
㈪
～
９
月
５
日
㈮

申
込
方
法　
受
験
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
直
接
又
は
現
金

　

書
留
で
、
受
験
料
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
験
票
発
送
日　
９
月
下
旬

※　

1０
月
３
日
㈮
ま
で
に
受
験
票
が

届
か
な
い
場
合
は
、
事
務
局
へ
必

ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
商
工
会
議
所

に
あ
り
ま
す
。

※　

受
験
票
・
筆
記
用
具
・
身
分
証

明
書
（
顔
写
真
付
）
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

テ
キ
ス
ト　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
浜
田

の
石
見
神
楽
」（
検
定
試
験
対
応
）

定
価　
１
、
９
４
４
円
（
税
込
）

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
総
務
課

【
〒
６
９
７
‐
０
０
２
７
殿
町
１

２
４
‐
２
（
☎
�
３
０
２
５
）】

　

今
年
は
、
あ
さ
ひ
荘
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
開
催
し
ま

す
。

　

石
見
神
楽
や
よ
さ
こ
い
踊
り
・
魚

の
つ
か
み
ど
り
な
ど
多
数
の
催
し
物

や
バ
ザ
ー
が
あ
り
ま
す
。

日　
８
月
３
日
㈰

　

午
前
11
時
～
午
後
５
時

場　
あ
さ
ひ
荘
周
辺
（
旭
町
木
田
）

問　
旭
温
泉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

し
ろ
つ
の
荘
（
☎
�
０
２
５
５
）

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
・

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
８
月
16
日
㈯
に
三
隅
川
で
行

　

路
傍
の
石
塔
や
塞
ノ
神
な
ど
、
今

も
残
る
昔
の
信
仰
か
ら
そ
の
根
源
を

考
え
る「
祈
る
科
学
」。
近
世
に
な
っ

て
盛
ん
に
選
定
が
行
わ
れ
た
八
景
の

ル
ー
ツ
を
探
る
「
八
景
の
謎
」。
面

白
い
学
習
会
２
題
を
行
い
ま
す
。

日　
８
月
1０
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６
３

　

７
）

う
灯
ろ
う
流
し
用
の
灯
ろ
う
作
り
と
、

和
紙
の
う
ち
わ
作
り
を
行
い
ま
す
。

日　
８
月
1０
日
㈰

　

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

　

Ａ
３
判　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

　

つ
け
染
め　
　
　
　
　

５
０
０
円

　

精
霊
流
し
用
灯
篭　
　

３
０
０
円

　

和
紙
の
う
ち
わ　
　
　

１
０
０
円

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

西
部
高
等
技
術
校
入
校
生

浜
田
の
石
見
神
楽
検
定
試
験

旭
温
泉
ま
つ
り

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

　
　
　
も
の
づ
く
り
体
験

第
１
４
７
回

ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

資
格
・
試
験

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト
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肩
こ
り
や
腰
痛
な
ど
の
慢
性
痛
は

な
ぜ
起
こ
る
の
か
、
体
は
ど
の
よ
う

に
し
て
歪
ん
で
い
く
の
か
。
簡
単
な

講
義
か
ら
、
歪
み
を
矯
正
す
る
た
め

の
セ
ル
フ
ケ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ま
で
、

皆
さ
ん
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
８
月
1０
日
㈰

　

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

場　

県
立
体
育
館
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ル
ー
ム

講
師　
河
野
智
八
さ
ん
（
痛
く
な
い

整
体
「
ゆ
ら
ぎ
」
院
長
・
健
康
運

動
指
導
士
・
姿
勢
健
康
診
断
士
）

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
直
接
窓
口
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

当
日
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

※　

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

申
・
問　
県
立
体
育
館

（
☎
�
１
２
０
１
）

　

戦
後
の
混
乱
を
乗
り
越
え
、
復
興

の
時
代
を
生
き
る
様
々
な
家
族
や
夫

婦
の
姿
を
描
い
た
作
品
を
上
映
し
ま

す
。

日　
８
月
14
日
㈭

　

午
後
１
時　

煙
突
の
見
え
る
場
所

　

石
見
神
楽
の
上
演
・
よ
さ
こ
い
踊

り
・
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
・
お
楽
し
み
抽

選
会
・
３
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花
火
・

歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
屋
台
な

ど
を
出
店
し
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

ま
す
。

日　
８
月
14
日
㈭
（
雨
天
中
止
）

　

午
後
５
時
～

場　
第
四
中
学
校
前
周
布
川
河
川
敷

問　
美
川
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
３
６
５
７
）

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
迫
力
満
点
の
打
上
花
火
・
石
見

神
楽
・
田
ば
や
し
・
踊
り
・
俵
投
げ

大
会
・
和
太
鼓
シ
ョ
ー
・
浜
田
Ｐ
Ｒ

大
使
、
山
崎
て
い
じ
歌
謡
シ
ョ
ー
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
元

集
落
や
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
出
店
で
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

日　
８
月
15
日
㈮

　

午
後
３
時
３０
分
～
８
時
2０
分

場　
市
役
所
弥
栄
支
所
前
イ
ベ
ン
ト

広
場

※　

駐
車
場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
☎
�
２
１
１
２
）

　

美
し
い
景
観
で
知
ら
れ
、
地
学
的

に
も
大
変
貴
重
な
国
の
天
然
記
念

物
・
石
見
畳
ヶ
浦
の
見
学
会
を
開
催

　

広
島
カ
ー
プ
Ｏ
Ｂ
を
講
師
に
迎

え
、
浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
小
学

生
と
中
学
校
野
球
部
を
対
象
に
野
球

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
教
室
終
了
後

は
、
市
内
壮
年
チ
ー
ム
と
の
交
流
試

合
も
行
い
ま
す
。

　

一
般
の
人
も
自
由
に
入
場
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

講
師

　

広
島
カ
ー
プ
Ｏ
Ｂ
指
導
者

　

阿
南
準
郎
さ
ん
・
佐
々
岡
真
司
さ

ん
ほ
か
（
予
定
）

日　
８
月
18
日
㈪

　

午
後
０
時
３０
分
～
４
時
３０
分

内
容

・
記
念
撮
影
会

　

午
後
３
時
３０
分

こ
の
広
い
空
の
ど
こ
か
に

日　
８
月
15
日
㈮

午
後
１
時

名
も
な
く
貧
し
く
美
し
く

　

午
後
３
時
３０
分　

裸
の
島

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
一
般　

５
０
０
円

　
　

中
学
生
以
下　

無
料

※　

１
上
映
の
料
金
で
す
（
前
売
・

当
日
券
と
も
同
じ
）。

※　

チ
ケ
ッ
ト
は
文
化
ホ
ー
ル
・
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
な
ど
で
販
売
中
で
す
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

し
ま
す
。
盆
休
み
で
ふ
る
さ
と
浜
田

に
帰
省
し
た
人
や
、こ
の
機
会
に「
天

然
の
地
学
博
物
館
」
と
も
い
わ
れ
る

石
見
畳
ヶ
浦
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日　
８
月
15
日
㈮
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
９
時
３０
分
～
11
時
３０
分

集
合
場
所　
唐
鐘
漁
港
の
石
見
畳
ヶ

浦
ト
ン
ネ
ル
入
口
（
国
分
町
）

講
師　
桑
田
龍
三
さ
ん
（
畳
ヶ
浦
研

究
会
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
桑
田
龍
三
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐

５
２
６
５
‐
０
７
６
６
）

　
　

午
後
０
時
３０
分
～
０
時
45
分

・
開
会
式　

午
後
０
時
45
分
～
１
時

・
野
球
指
導

　
　

午
後
１
時
2０
分
～
２
時
45
分

・
閉
会
式　

午
後
２
時
45
分
～
３
時

・
壮
年
チ
ー
ム
と
の
交
流
試
合

　
　

午
後
３
時
15
分
～
４
時
３０
分

場　
浜
田
市
野
球
場
（
雨
天
の
と
き

は
、
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ
）

料　
無
料

問　
本
庁
教
育
委
員
会
内
浜
田
市
体

育
協
会
事
務
局
（
☎
�
９
７
２
１
）

　

家
庭
や
企
業
か
ら
出
る
ご
み
を
、

資
源
と
し
て
有
効
活
用
す
る
方
法
を

皆
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日　
８
月
2３
日
㈯

　

午
前
1０
時
～
11
時
３０
分

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室

演
題　
ご
み
の
資
源
化
を
見
据
え
て

講
師　
浜
田
市
役
所
環
境
課
職
員

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
地
域
環
境
サ
ー
ク
ル

　

大
橋
さ
ん
（
☎
�
０
６
３
５
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

整
体
師
に
学
ぶ

体
の
歪
み
矯
正
体
験

優
秀
映
画
鑑
賞
会

美
川
夏
ま
つ
り

弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

盆
休
み
石
見
畳
ヶ
浦

　
　
　
　
　
現
地
見
学
会

２
０
１
４
広
島
カ
ー
プ
Ｏ
Ｂ
会

野
球
教
室
・
交
流
試
合
観
覧

環
境
講
演
会
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今
年
は
、
第
３０
回
を
記
念
し
て
本

場
北
海
道
か
ら
雪
合
戦
メ
ン
バ
ー
を

招
き
、雪
合
戦
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
2３
日
㈯
は
雪
合
戦
夏

の
陣
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
ダ
ン

ス
イ
ベ
ン
ト
、
24
日
㈰
は
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
・
３
on
３
大
会
・
野
球

大
会
を
行
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
お

楽
し
み
企
画
や
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日　
８
月
2３
日
㈯
・
24
日
㈰

　

午
前
９
時
～

場　
旭
運
動
公
園
内
運
動
施
設

問　
石
央
商
工
会
旭
支
所

（
☎
�
０
０
５
６
）

　

子
ど
も
た
ち
の
創
作
活
動
を
奨
励

し
、「
生
命
を
尊
ぶ
心
」「
心
豊
か
な

人
間
形
成
」
を
目
的
と
し
て
開
催
し

ま
す
。

日　
８
月
29
日
㈮
～
３1
日
㈰

　

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

表
彰
式

日　
８
月
３０
日
㈯

受
付　
午
後
１
時
３０
分
～

式
典　
午
後
２
時
～

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

問　
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
浜
田
児
童
作
品

展
実
行
委
員
会　

加
藤
さ
ん

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
９
４
３
）

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
、学
校
・

医
療
・
労
働
機
関
の
関
係
者
を
は
じ

め
、
広
く
盲
学
校
に
関
心
の
あ
る
人

を
対
象
に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。

　

学
校
の
概
要
説
明
や
視
覚
障
が
い

者
へ
の
支
援
グ
ッ
ズ
の
紹
介
、学
校
・

寄
宿
舎
見
学
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
別
の
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

日　第
１
回　
８
月
29
日
㈮

　

午
前
1０
時
～
午
後
０
時
4０
分

第
２
回　
９
月
３０
日
㈫

　

午
前
1０
時
～
午
後
０
時
4０
分

理
療
科
模
擬
授
業
体
験

　

午
後
１
時
３０
分
～
２
時
2０
分

個
別
相
談

　

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
2０
分

※　

午
後
の
参
加
は
、
希
望
者
の
み

で
す
。

場　
島
根
県
立
盲
学
校
（
松
江
市
）

申
込
締
切
日　
８
月
８
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
立
盲
学
校　

北
脇

さ
ん
・
曽
田
さ
ん

（
☎
０
８
５
２
�
８
２
２
１
・
▢ＦＡＸ

０
８
５
２
�
８
２
２
２
）

　

島
根
県
立
大
学
Ｂ
Ｂ
Ｓ
サ
ー
ク
ル

と
浜
田
公
民
館
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　

か
ら
だ
・
あ
た
ま
を
使
っ
て
、
親

子
で
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
協
力
し
て
ゲ
ー
ム
を
ク
リ
ア

し
、
親
子
の
絆
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

パ
ペ
ッ
ト
人
形
劇
も
お
楽
し
み
に
。

対
象　
５
歳
児
（
年
長
組
）
親
子

日　
８
月
３０
日
㈯

　

午
前
1０
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

定　
親
子
３０
組

料　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
25
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
５
８
）

　

浜
っ
子
作
業
所
の
活
動
紹
介
や
カ

フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
開
催
し
ま
す
。

日　
８
月
３1
日
㈰

　

午
前
1０
時
～
午
後
２
時

場　
浜
っ
子
作
業
所
（
浜
田
商
工
会

議
所
裏
）

問　
浜
っ
子
作
業
所　

沖
田
さ
ん

（
☎
�
２
８
２
４
）

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
演
奏
者
が
浜

田
に
１
週
間
滞
在
し
、
学
校
や
地
域

に
出
掛
け
生
演
奏
し
ま
す
。
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
次
の
と
お
り
演

奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
間
近
で
臨
場

感
あ
る
優
れ
た
演
奏
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

対
象　
幼
児
か
ら
大
人

日　
９
月
1３
日
㈯　

開
場　
午
後
５
時
３０
分

開
演　
午
後
６
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
自
由

　

一
般
前
売
り　
　

１
、
０
０
０
円

　

一
般
当
日　
　
　

１
、
３
０
０
円

　

大
学
生
以
下　
　

無
料

演
奏
者　
ア
ー
バ
ン
・
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
・
カ
ル
テ
ッ
ト

演
奏
曲　
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ　

Ｇ
線

上
の
ア
リ
ア

　

Ａ
・
デ
ザ
ン
ク
ロ　

四
重
奏
曲

　

Ｅ
・
グ
リ
ー
グ　

ホ
ル
ベ
ル
ク
組

曲　

ほ
か

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

き
れ
い
な
海
と
砂
浜
に
恵
ま
れ
た

石
見
海
浜
公
園
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
、

楽
し
い
思
い
出
と
ふ
れ
あ
い
を
つ
く

り
ま
せ
ん
か
。

日　
９
月
1３
日
㈯
・
14
日
㈰

（
１
泊
２
日
）

場　
石
見
海
浜
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場

料　
大
人　
　
　
　

１
、
５
０
０
円

　
　

高
・
中
・
小
学
生　

５
０
０
円

　
　

小
学
生
未
満　
　
　

無
料

※　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
・
ケ

ビ
ン
な
ど
の
利
用
料
金
は
、
別
途

必
要
で
す
。

申
込
締
切
日　
８
月
24
日
㈰

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

夏
休
み
期
間
中
（
８
月
３1
日
㈰
ま

で
）
は
、
無
休
で
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

ア
ク
ア
ス
夏
の
特
別
展
「
祭
」

　

よ
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
み
て
ら
っ

し
ゃ
い
。
お
祭
り
に
関
係
す
る
生
物

を
紹
介
し
ま
す
。

日　
９
月
2３
日
㈷
ま
で

場　
ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

あ
さ
ひ
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン

ス
ポ
ー
ツ
王
国

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

浜
田
児
童
作
品
展

島
根
県
立
盲
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

か
ら
だ
・
あ
た
ま
を
柔
ら
か
く

親
子
de
き
ち
ゃ
ん
祭さ

い

！

浜
っ
子
作
業
所

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏
in
は
ま
だ

～
生
音
楽
の
魅
力

　
　
　
　
親
子
で
体
感
～

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
大
会

in
し
ま
ね

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）
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水
中
お
食
事
タ
イ
ム（
ペ
ン
ギ
ン
館
）

　

夏
休
み
恒
例
の
水
中
お
食
事
タ
イ

ム
を
実
施
し
ま
す
。
お
食
事
タ
イ
ム

終
了
後
に
は
ダ
イ
バ
ー
と
の
記
念
写

真
も
撮
れ
ま
す
。

日　
８
月
３1
日
㈰
ま
で

　

午
後
０
時
３０
分
～

８
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

　

３
日
㈰　

西
村
神
楽
社
中

　

14
日
㈭　

追
原
神
楽
社
中

　

15
日
㈮　

有
福
温
泉
神
楽
団

　

16
日
㈯　

周
布
青
少
年
保
存
会

　

17
日
㈰　

後
野
神
楽
社
中

　

24
日
㈰　

都
神
楽
団

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

企
画
展
「
美
し
い
日
本
の
デ
ザ
イ
ン

M
ade in Japan 50's-60's

」

　

現
在
、
世
界
で
認
め
ら
れ
る
優
れ

た
日
本
製
品
の
出
発
点
と
な
っ
た

１
９
５
０-

6０
年
代
に
焦
点
を
当
て
、

当
時
の
デ
ザ
イ
ン
を
代
表
す
る
製
品

日　
８
月
1３
日
㈬

開
場　
午
後
６
時

開
演　
午
後
７
時

※　

夜
店
コ
ー
ナ
ー
は
午
後
３
時
か

ら
開
始
し
ま
す
。

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
中
庭
広
場
特
設
ス

テ
ー
ジ

料　
無
料
（
夜
店
コ
ー
ナ
ー
は
有
料

で
す
。）

坂
東
玉
三
郎
演
出
作
品

鼓
童
ワ
ン
・
ア
ー
ス
・
ツ
ア
ー
２
０

１
４
～
神
秘

　

芸
術
監
督
・
坂
東
玉
三
郎
が
率
い

る
世
界
的
太
鼓
芸
能
集
団
「
鼓
童
」

の
新
作
。
登
場
す
る
の
は
、
島
根
の

伝
統
芸
能
・
石
見
神
楽
の
大
蛇
（
蛇

胴
・
蛇
頭
）。
こ
の
作
品
で
日
本
全

国
を
巡
り
、
つ
い
に
ご
当
地
石
見
へ

凱
旋
公
演
。
石
見
神
楽
と
鼓
童
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
ぞ
お
見
逃

し
な
く
。

日　
1０
月
25
日
㈯

開
場　
午
後
６
時

開
演　
午
後
６
時
３０
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料限
定
指
定
席
（
1０
席
程
度
）

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
付　

５
、
０
０
０
円

一
般

　

指
定
席　
　
　
　

３
、
５
０
０
円

　

自
由
席　
　
　
　

３
、
０
０
０
円

　

高
校
生
以
下　
　

１
、
５
０
０
円 

友
の
会

　

指
定
席　
　
　
　

３
、
０
０
０
円

　

自
由
席　
　
　
　

２
、
５
０
０
円 

　

金
銭
・
夫
婦
・
親
子
・
親
族
間
の

も
め
ご
と
。
相
続
・
土
地
建
物
・
交

通
事
故
な
ど
の
争
い
ご
と
に
つ
い
て

の
相
談
を
無
料
で
受
け
ま
す
。

日　
８
月
21
日
㈭

　

午
前
1０
時
～
午
後
３
時

場　
浜
田
公
民
館

担
当
者

浜
田
裁
判
所
所
属
調
停
委
員

※　

事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

※　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
調
停
協
会
浜
田
支
部
長

　

内
田
さ
ん

（
☎
０
８
５
５
�
１
３
５
０
）

ナ
ゾ
解
き
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン

グ海
底
都
市
ア
ク
ア
ス
～
４
人
の
勇
者

と
シ
ロ
イ
ル
カ
の
魔
法
の
リ
ン
グ
～

　

選
べ
る
コ
ー
ス
は
全
部
で
４
つ
。

ア
ク
ア
ス
で
４
つ
の
リ
ン
グ
の
謎
を

解
こ
う
。

日　
９
月
2３
日
㈷
ま
で

受
付　
ア
ク
ア
ス
１
階
総
合
案
内
所

付
近
特
設
コ
ー
ナ
ー

料　
１
コ
ー
ス　
　
　
　

３
０
０
円

　

マ
ス
タ
ー
セ
ッ
ト　

１
、０
０
０
円

※　

好
き
な
コ
ー
ス
を
選
ん
で
く
だ

　

さ
い
。
マ
ス
タ
ー
セ
ッ
ト
は
、
４

　

つ
の
コ
ー
ス
が
セ
ッ
ト
に
な
り
ま

　

す
。

※　

入
館
料
は
、
別
途
必
要
で
す
。

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

　

夏
休
み
の
主
役
は
子
ど
も
た
ち
！

小
学
生
・
中
学
生
限
定
で
ア
ク
ア
ス

の
裏
側
を
探
検
し
ま
す
。
水
槽
の
裏

側
や
、
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
現
場
を
見

て
み
よ
う
！
ど
こ
に
行
く
か
は
当
日

の
お
楽
し
み
。

対
象　
小
学
生
・
中
学
生

日　
８
月
３1
日
㈰
ま
で

※　

８
月
1３
日
㈬
か
ら
17
日
㈰
の
お

　

盆
期
間
は
除
き
ま
す
。

①
午
前
11
時
～

②
午
後
１
時
～

定　
各
回
15
人

料　
無
料

※　

入
館
料
に
含
み
ま
す
。

申
込
方
法　
参
加
当
日
１
階
総
合
案

内
所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

を
紹
介
し
ま
す
。１
９
６
４
年
の「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
か
ら
5０
年
に
あ

た
る
記
念
の
年
に
開
催
す
る
戦
後
の

日
本
の
デ
ザ
イ
ン
を
検
証
す
る
展
覧

会
で
す
。

日　
８
月
２
日
㈯
～
９
月
2３
日
㈷

　

午
前
1０
時
～
午
後
６
時
３０
分

（
展
示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時

ま
で
）

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ

料一
般　

１
、
０
０
０
円（
８
０
０
円
）

大
学
生　
　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

小
中
高
生　

３
０
０
円（
２
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
2０
人
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

※　

会
期
中
、
毎
日
先
着
2０
人
に

１
９
５
０-

6０
年
代
に
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
日
本
製
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

グ
ラ
ン
ト
ワ
夏
イ
ベ
ン
ト　

V
ol.2

い
わ
み
ダ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０

１
４

　
「IN

FIN
IT

Y
」・「M

・Y

・Z

」・

「M
A
Y
 H

IP
H
O
P
 S

P
E
C
IA

L 
D
A
N
C
E U

N
IT

」
が
熱
い
ス
テ
ー

ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。
出
演
者
全
員

に
よ
る
迫
力
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
も
お
楽

し
み
に
。

　

中
庭
に
は
「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
」
夜
店
コ
ー
ナ
ー
や
、

ビ
ー
ル
ま
つ
り
も
あ
り
ま
す
。

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
1０
月
18
日
㈯
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

無
料
調
停
相
談

そ
の
他
の
お
知
ら
せ
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,991 2０,０1０ 22,３46 42,３56
金 城 1,92０ 2,182 2,３75 4,557

旭 1,4０7 1,476 1,58０ ３,０56
弥 栄 699 669 745 1,414
三 隅 2,911 ３,０３9 ３,３84 6,42３
合 計 26,928 27,３76 ３０,4３０ 57,8０6

人　口（６月末現在）

（単位：人）

　旧浜田高等学校今市分校の体育館で、生き生きとした表情で体操に取り組んで
いるのは、旭なごみ体操クラブの子どもたちです。この体操クラブは、平成19年
２月に発足し、元オリンピック体操選手の前田将良さんと、同じ体操選手だった
妻の仁美さんが指導にあたっています。前田さん夫妻の子どもたちが木田小学校
に通っていたとき、保護者からの希望があり、木田地区の子ども15人を対象に、
子ども会活動の一つとして体操を指導したのが始まりでした。
　子どもたちが本格的な器械体操にふれ、体操のおもしろさを知ってほしいとい
う思いから始まった小さな体操クラブですが、譲り受けた器具や保護者の協力で
購入した器具など充実した環境が整い、活気あふれるクラブに成長しました。現
在は、毎週月・水・金曜日の夜に行われ、保育園児から中学生まで54人の子ども
たちが通っています。
　前田将良さんは「子どもたちは、それぞれ目標を持って真剣に体操に取り組ん
でいます。私は、その思いを少しでも叶えてあげたい。そんな姿を見ていると、
このクラブから世界に挑戦する子が出てくれたら、と思うことがあります」と楽
しそうに話していました。
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わがまち 再発見！
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